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2026年組合員大会資料　差込資料

店頭標準金利

→年2.30％

JAリフォームローン掲載内容の一部変更について

→

年2.60％

【該当資料】JAリフォームローンチラシ（本冊P80）上部　金利表示欄

変更後（令和８年７月１日現在）

固定金利（0.30％引下げ後）

年2.60％より 年2.90％より

組合員大会資料に掲載しております「JAリフォームローン」のチラシにつきまして、令和8年7月1日現在、店頭標準金利が変

更となっておりますので、下記のとおり読み替えてくださいますようお願いいたします。

該当箇所 変更前（令和８年５月１日現在）

※今後の金融情勢等により、金利は変更となる場合がございます。
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次第 1 .  開会のあいさつ
2 .  JAしまね出雲地区本部

事業概況ＤＶＤ上映
3 .  地元代表あいさつ
4 .  役員あいさつ
5 .  意見交換
6 .  閉会のあいさつ

JAしまね 基本理念

「人と自然が共生する、光り輝く未来の創造」
⒈ 地域の資源を生かし、
　 希望と活力に満ちた農業を実現します

⒈ 地域の文化を守り、
　 心豊かに安心して暮らせる地域社会を創造します

⒈ 水と緑と人を育み、
　 豊かな大地と食を次世代に引き継ぎます
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○事業報告
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事業活動の概況

当該事業年度の末日における主要な事業活動の内容と成果

〈ＪＡを巡る情勢〉
　令和７年度は長引くウクライナ情勢に加え、中東情勢も悪化したことによりエネルギー供給や物流
網の分断リスクが顕在化し、資源価格の高騰を招くなど、世界経済はさらに不安定な状況となって
います。
　国内では為替が円安基調で推移するなか、輸入原材料やエネルギーコストの上昇により企業収
益や家計負担に影響を及ぼしました。加えて、猛暑の常態化・豪雨などの異常気象の発生や、令和
８年１月には島根県東部を震源とした最大震度５強の地震が発生するなど、農業経営においても厳
しい環境となりました。また、政府では「食料品の消費税ゼロ」について議論が展開されるなか、実際
に施行された場合には、農業経営に大きな影響を及ぼすことが危惧されています。一方、近年は米
価の上昇や需給の不安定化が社会的な関心を集めたことにより、農業問題が消費者の生活に直
結する形で認識されつつあります。
　こうしたなか、ＪＡグループにおいては引き続き「持続可能な農業の実現」「豊かでくらしやすい地
域共生社会の実現」「協同組合の役割発揮」の実現に向け、農業生産基盤や地域・組織・事業基
盤の確立、経営基盤の強化の取り組みを進めたほか、令和６年に改正された食料・農業・農村基本
法を踏まえ、「食料安全保障の確保」、「適正な価格形成」に向けた国民理解醸成及び行動変容に
向けた情報発信の取り組みを進めました。

〈主な事業活動と成果〉
　令和７年度は、「第４次農業戦略実践３カ年営農計画」の初年度として、鍵となる園芸振興、担い
手確保・育成、また有機農業をはじめとした付加価値の高い、地域資源を活用した循環型農業の
拡大、東・中部米集約倉庫の新設など農業生産基盤整備の拡充に取り組みました。
　販売事業について、米穀は令和７年産の島根県における水稲の作況反収指数が106（前年作
況指数100）となり、主食用の収穫量は82,900tで、前年産比6,800tの増加となりました。また、集荷数
量は令和8年3月末現在で30,350tとなり、出荷契約に対する集荷進度は94.4％、前年対比では
105.5％となりました。
　園芸は、島根ぶどうのうちデラウェアの出荷量は716tと減少しましたが、kg単価において過去最
高を更新する1,527円（税別）となりました。シャインマスカット等大粒系ぶどうは早い梅雨明け等、天
候に恵まれたことで順調な出荷となり、ぶどう全体では販売金額2,210百万円となりました。柿につい
ては、春先の凍霜害などで出荷量は減少し、他産地の柿が多く出回るなど厳しい販売環境となりま
したが、宣伝活動等の販売促進に取り組み、販売金額303百万円（前年比65％）となりました。
　畜産は、ロシア・ウクライナをはじめとする不安定な世界情勢や円安の影響を受けた飼料価格高
騰が続くなか、配合飼料安定基金の発動も無い中ではありましたが、生産者組織・関係機関と共に
畜産物の消費拡大と、購買者誘致・肉質データ提供による有利販売や販路拡大に取り組みました。
　肉牛は、飼料コストや諸材料費の高騰などの生産コスト高と農家の高齢化により、農家数及び飼
養頭数の減少を受けて、全国の屠畜頭数は前年割れに突入しました。素牛不足による和牛子牛の

取引価格の高騰に加え、代替タンパクの台頭などにより、卸業者の販売環境も厳しく、販売価格の
好転が見込めない状況から、肥育経営の採算が急速に悪化しています。
　酪農は、生乳の消費の低迷が続き、需給緩和傾向が続いていることや為替市場における円安傾
向の再燃により輸入に依存せざるを得ない配合飼料価格や資材費、燃料代の高騰がなお続いて
いる状況で酪農経営収支が改善されない現状のなか、国・県・市町による飼料価格への補填、乳
製品在庫削減対策、ＪＡ独自支援の「生乳生産規模拡大奨励」や「酪農経営緊急支援」継続実施
を行いました。また、酪農家向け乳質改善研修会及び島根県酪農協議会新委員向けの生乳流通
研修会等を開催し、酪農指導、情報提供等に取り組みました。
　肥料・農薬については、肥料統一銘柄8品目、農薬統一銘柄7品目を継続して選定し、品目集約
による価格低減を図り、組合員へ還元しました。また、価格低減となる担い手直送超大型規格農薬
をＴＡＣ及び営農指導員を中心として普及拡大に努め、コスト低減の推進に取り組みました。
　株式会社ジュンテンドーとの販売業務連携（ＪＡ商品の取り扱い）状況については、3月末現在7店
舗連携済みで、次年度連携予定店舗が3店舗となっています。次年度予定の店舗連携により、管内
にジュンテンドー店舗がある地区本部の全てが連携します。今後とも継続して連携店舗拡大を推進
します。
　農機事業は、生産コスト低減取り組みとして共同購入コンバインの普及拡大を実施しました。
　信用事業は、「金利のある世界」の回帰による預貯金獲得競争が激しさを増すなか、総合事業の
特性を生かし、夏には「金利」と「農畜産物」を特典としたキャンペーン、秋には農畜産物販売代金を
対象とした「国消国産応援定期貯金」を実施し、個人貯金の増強と農畜産物の消費拡大及び農家
所得の向上に取り組みました。農業融資については、エネルギー価格及び飼料・肥料等の物価高
騰対策として、「令和7年度エネルギー価格・物価高騰等対策資金（県制度資金）」の取り扱いによ
り、農業経営の維持安定に向けた支援に取り組みました。さらに、地域農業を支える農業メインバン
クとして積極的に農家・組合員のもとへ出向き、農林中金と連携した「担い手コンサルティング」及び
「事業承継セミナー」など、農業者の経営課題解決に取り組みました。
　共済事業は、対面接点やデジタル技術を活用した接点づくりに取り組み、３Ｑ活動を起点とした情
報提供活動を展開しました。また、「ＪＡしまねこども倶楽部」を通じた子育て支援や次世代との繋が
りづくりに取り組みました。
　くらしの活動では、豊かなくらし・地域づくりを目的とし、「食と農に関する活動」「地域貢献活動」
「支店ふれあい活動」を三本柱に地域活性化に取り組みました。また、家の光・日本農業新聞等の
教育資材を活用した研修や学習活動を実施しました。
　こうした取り組みの結果、販売品販売・取扱高が417億7百万円、購買品供給高が295億76百万
円、貯金残高が9,867億13百万円、貸出金残高が2,919億57百万円、長期共済保有高2兆5,480億
25百万円となりました。また、財務状況の安全性を示す指標である自己資本比率は13.82％となりま
した。
　収支面については、農林中央金庫の無配当に加え、金利の引き上げにより貯金費用が増大した
ことや共済事業における付加収入の減少の影響もあり、大変厳しい状況となりました。
　しかし、これまでの営農経済事業改革や店舗再編等の信用共済事業改革に取り組んできた成
果もあり、事業利益11億10百万円（前年度比＋3億45百万円）、当期剰余金9億86百万円（同＋1億
29百万円）を計上することができ、全地区本部とも黒字を確保することができました。
　なお、取崩基準に基づく目的積立金の取崩しを行い、当期末未処分剰余金は21億61百万円とな
りました。

当該事業年度の末日における主要な事業活動の内容と成果

〈ＪＡを巡る情勢〉
　令和７年度は長引くウクライナ情勢に加え、中東情勢も悪化したことによりエネルギー供給や物流
網の分断リスクが顕在化し、資源価格の高騰を招くなど、世界経済はさらに不安定な状況となって
います。
　国内では為替が円安基調で推移するなか、輸入原材料やエネルギーコストの上昇により企業収
益や家計負担に影響を及ぼしました。加えて、猛暑の常態化・豪雨などの異常気象の発生や、令和
８年１月には島根県東部を震源とした最大震度５強の地震が発生するなど、農業経営においても厳
しい環境となりました。また、政府では「食料品の消費税ゼロ」について議論が展開されるなか、実際
に施行された場合には、農業経営に大きな影響を及ぼすことが危惧されています。一方、近年は米
価の上昇や需給の不安定化が社会的な関心を集めたことにより、農業問題が消費者の生活に直
結する形で認識されつつあります。
　こうしたなか、ＪＡグループにおいては引き続き「持続可能な農業の実現」「豊かでくらしやすい地
域共生社会の実現」「協同組合の役割発揮」の実現に向け、農業生産基盤や地域・組織・事業基
盤の確立、経営基盤の強化の取り組みを進めたほか、令和６年に改正された食料・農業・農村基本
法を踏まえ、「食料安全保障の確保」、「適正な価格形成」に向けた国民理解醸成及び行動変容に
向けた情報発信の取り組みを進めました。

〈主な事業活動と成果〉
　令和７年度は、「第４次農業戦略実践３カ年営農計画」の初年度として、鍵となる園芸振興、担い
手確保・育成、また有機農業をはじめとした付加価値の高い、地域資源を活用した循環型農業の
拡大、東・中部米集約倉庫の新設など農業生産基盤整備の拡充に取り組みました。
　販売事業について、米穀は令和７年産の島根県における水稲の作況反収指数が106（前年作
況指数100）となり、主食用の収穫量は82,900tで、前年産比6,800tの増加となりました。また、集荷数
量は令和8年3月末現在で30,350tとなり、出荷契約に対する集荷進度は94.4％、前年対比では
105.5％となりました。
　園芸は、島根ぶどうのうちデラウェアの出荷量は716tと減少しましたが、kg単価において過去最
高を更新する1,527円（税別）となりました。シャインマスカット等大粒系ぶどうは早い梅雨明け等、天
候に恵まれたことで順調な出荷となり、ぶどう全体では販売金額2,210百万円となりました。柿につい
ては、春先の凍霜害などで出荷量は減少し、他産地の柿が多く出回るなど厳しい販売環境となりま
したが、宣伝活動等の販売促進に取り組み、販売金額303百万円（前年比65％）となりました。
　畜産は、ロシア・ウクライナをはじめとする不安定な世界情勢や円安の影響を受けた飼料価格高
騰が続くなか、配合飼料安定基金の発動も無い中ではありましたが、生産者組織・関係機関と共に
畜産物の消費拡大と、購買者誘致・肉質データ提供による有利販売や販路拡大に取り組みました。
　肉牛は、飼料コストや諸材料費の高騰などの生産コスト高と農家の高齢化により、農家数及び飼
養頭数の減少を受けて、全国の屠畜頭数は前年割れに突入しました。素牛不足による和牛子牛の

取引価格の高騰に加え、代替タンパクの台頭などにより、卸業者の販売環境も厳しく、販売価格の
好転が見込めない状況から、肥育経営の採算が急速に悪化しています。
　酪農は、生乳の消費の低迷が続き、需給緩和傾向が続いていることや為替市場における円安傾
向の再燃により輸入に依存せざるを得ない配合飼料価格や資材費、燃料代の高騰がなお続いて
いる状況で酪農経営収支が改善されない現状のなか、国・県・市町による飼料価格への補填、乳
製品在庫削減対策、ＪＡ独自支援の「生乳生産規模拡大奨励」や「酪農経営緊急支援」継続実施
を行いました。また、酪農家向け乳質改善研修会及び島根県酪農協議会新委員向けの生乳流通
研修会等を開催し、酪農指導、情報提供等に取り組みました。
　肥料・農薬については、肥料統一銘柄8品目、農薬統一銘柄7品目を継続して選定し、品目集約
による価格低減を図り、組合員へ還元しました。また、価格低減となる担い手直送超大型規格農薬
をＴＡＣ及び営農指導員を中心として普及拡大に努め、コスト低減の推進に取り組みました。
　株式会社ジュンテンドーとの販売業務連携（ＪＡ商品の取り扱い）状況については、3月末現在7店
舗連携済みで、次年度連携予定店舗が3店舗となっています。次年度予定の店舗連携により、管内
にジュンテンドー店舗がある地区本部の全てが連携します。今後とも継続して連携店舗拡大を推進
します。
　農機事業は、生産コスト低減取り組みとして共同購入コンバインの普及拡大を実施しました。
　信用事業は、「金利のある世界」の回帰による預貯金獲得競争が激しさを増すなか、総合事業の
特性を生かし、夏には「金利」と「農畜産物」を特典としたキャンペーン、秋には農畜産物販売代金を
対象とした「国消国産応援定期貯金」を実施し、個人貯金の増強と農畜産物の消費拡大及び農家
所得の向上に取り組みました。農業融資については、エネルギー価格及び飼料・肥料等の物価高
騰対策として、「令和7年度エネルギー価格・物価高騰等対策資金（県制度資金）」の取り扱いによ
り、農業経営の維持安定に向けた支援に取り組みました。さらに、地域農業を支える農業メインバン
クとして積極的に農家・組合員のもとへ出向き、農林中金と連携した「担い手コンサルティング」及び
「事業承継セミナー」など、農業者の経営課題解決に取り組みました。
　共済事業は、対面接点やデジタル技術を活用した接点づくりに取り組み、３Ｑ活動を起点とした情
報提供活動を展開しました。また、「ＪＡしまねこども倶楽部」を通じた子育て支援や次世代との繋が
りづくりに取り組みました。
　くらしの活動では、豊かなくらし・地域づくりを目的とし、「食と農に関する活動」「地域貢献活動」
「支店ふれあい活動」を三本柱に地域活性化に取り組みました。また、家の光・日本農業新聞等の
教育資材を活用した研修や学習活動を実施しました。
　こうした取り組みの結果、販売品販売・取扱高が417億7百万円、購買品供給高が295億76百万
円、貯金残高が9,867億13百万円、貸出金残高が2,919億57百万円、長期共済保有高2兆5,480億
25百万円となりました。また、財務状況の安全性を示す指標である自己資本比率は13.82％となりま
した。
　収支面については、農林中央金庫の無配当に加え、金利の引き上げにより貯金費用が増大した
ことや共済事業における付加収入の減少の影響もあり、大変厳しい状況となりました。
　しかし、これまでの営農経済事業改革や店舗再編等の信用共済事業改革に取り組んできた成
果もあり、事業利益11億10百万円（前年度比＋3億45百万円）、当期剰余金9億86百万円（同＋1億
29百万円）を計上することができ、全地区本部とも黒字を確保することができました。
　なお、取崩基準に基づく目的積立金の取崩しを行い、当期末未処分剰余金は21億61百万円とな
りました。
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当該事業年度の末日における主要な事業活動の内容と成果

〈ＪＡを巡る情勢〉
　令和７年度は長引くウクライナ情勢に加え、中東情勢も悪化したことによりエネルギー供給や物流
網の分断リスクが顕在化し、資源価格の高騰を招くなど、世界経済はさらに不安定な状況となって
います。
　国内では為替が円安基調で推移するなか、輸入原材料やエネルギーコストの上昇により企業収
益や家計負担に影響を及ぼしました。加えて、猛暑の常態化・豪雨などの異常気象の発生や、令和
８年１月には島根県東部を震源とした最大震度５強の地震が発生するなど、農業経営においても厳
しい環境となりました。また、政府では「食料品の消費税ゼロ」について議論が展開されるなか、実際
に施行された場合には、農業経営に大きな影響を及ぼすことが危惧されています。一方、近年は米
価の上昇や需給の不安定化が社会的な関心を集めたことにより、農業問題が消費者の生活に直
結する形で認識されつつあります。
　こうしたなか、ＪＡグループにおいては引き続き「持続可能な農業の実現」「豊かでくらしやすい地
域共生社会の実現」「協同組合の役割発揮」の実現に向け、農業生産基盤や地域・組織・事業基
盤の確立、経営基盤の強化の取り組みを進めたほか、令和６年に改正された食料・農業・農村基本
法を踏まえ、「食料安全保障の確保」、「適正な価格形成」に向けた国民理解醸成及び行動変容に
向けた情報発信の取り組みを進めました。

〈主な事業活動と成果〉
　令和７年度は、「第４次農業戦略実践３カ年営農計画」の初年度として、鍵となる園芸振興、担い
手確保・育成、また有機農業をはじめとした付加価値の高い、地域資源を活用した循環型農業の
拡大、東・中部米集約倉庫の新設など農業生産基盤整備の拡充に取り組みました。
　販売事業について、米穀は令和７年産の島根県における水稲の作況反収指数が106（前年作
況指数100）となり、主食用の収穫量は82,900tで、前年産比6,800tの増加となりました。また、集荷数
量は令和8年3月末現在で30,350tとなり、出荷契約に対する集荷進度は94.4％、前年対比では
105.5％となりました。
　園芸は、島根ぶどうのうちデラウェアの出荷量は716tと減少しましたが、kg単価において過去最
高を更新する1,527円（税別）となりました。シャインマスカット等大粒系ぶどうは早い梅雨明け等、天
候に恵まれたことで順調な出荷となり、ぶどう全体では販売金額2,210百万円となりました。柿につい
ては、春先の凍霜害などで出荷量は減少し、他産地の柿が多く出回るなど厳しい販売環境となりま
したが、宣伝活動等の販売促進に取り組み、販売金額303百万円（前年比65％）となりました。
　畜産は、ロシア・ウクライナをはじめとする不安定な世界情勢や円安の影響を受けた飼料価格高
騰が続くなか、配合飼料安定基金の発動も無い中ではありましたが、生産者組織・関係機関と共に
畜産物の消費拡大と、購買者誘致・肉質データ提供による有利販売や販路拡大に取り組みました。
　肉牛は、飼料コストや諸材料費の高騰などの生産コスト高と農家の高齢化により、農家数及び飼
養頭数の減少を受けて、全国の屠畜頭数は前年割れに突入しました。素牛不足による和牛子牛の

取引価格の高騰に加え、代替タンパクの台頭などにより、卸業者の販売環境も厳しく、販売価格の
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　酪農は、生乳の消費の低迷が続き、需給緩和傾向が続いていることや為替市場における円安傾
向の再燃により輸入に依存せざるを得ない配合飼料価格や資材費、燃料代の高騰がなお続いて
いる状況で酪農経営収支が改善されない現状のなか、国・県・市町による飼料価格への補填、乳
製品在庫削減対策、ＪＡ独自支援の「生乳生産規模拡大奨励」や「酪農経営緊急支援」継続実施
を行いました。また、酪農家向け乳質改善研修会及び島根県酪農協議会新委員向けの生乳流通
研修会等を開催し、酪農指導、情報提供等に取り組みました。
　肥料・農薬については、肥料統一銘柄8品目、農薬統一銘柄7品目を継続して選定し、品目集約
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　株式会社ジュンテンドーとの販売業務連携（ＪＡ商品の取り扱い）状況については、3月末現在7店
舗連携済みで、次年度連携予定店舗が3店舗となっています。次年度予定の店舗連携により、管内
にジュンテンドー店舗がある地区本部の全てが連携します。今後とも継続して連携店舗拡大を推進
します。
　農機事業は、生産コスト低減取り組みとして共同購入コンバインの普及拡大を実施しました。
　信用事業は、「金利のある世界」の回帰による預貯金獲得競争が激しさを増すなか、総合事業の
特性を生かし、夏には「金利」と「農畜産物」を特典としたキャンペーン、秋には農畜産物販売代金を
対象とした「国消国産応援定期貯金」を実施し、個人貯金の増強と農畜産物の消費拡大及び農家
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クとして積極的に農家・組合員のもとへ出向き、農林中金と連携した「担い手コンサルティング」及び
「事業承継セミナー」など、農業者の経営課題解決に取り組みました。
　共済事業は、対面接点やデジタル技術を活用した接点づくりに取り組み、３Ｑ活動を起点とした情
報提供活動を展開しました。また、「ＪＡしまねこども倶楽部」を通じた子育て支援や次世代との繋が
りづくりに取り組みました。
　くらしの活動では、豊かなくらし・地域づくりを目的とし、「食と農に関する活動」「地域貢献活動」
「支店ふれあい活動」を三本柱に地域活性化に取り組みました。また、家の光・日本農業新聞等の
教育資材を活用した研修や学習活動を実施しました。
　こうした取り組みの結果、販売品販売・取扱高が417億7百万円、購買品供給高が295億76百万
円、貯金残高が9,867億13百万円、貸出金残高が2,919億57百万円、長期共済保有高2兆5,480億
25百万円となりました。また、財務状況の安全性を示す指標である自己資本比率は13.82％となりま
した。
　収支面については、農林中央金庫の無配当に加え、金利の引き上げにより貯金費用が増大した
ことや共済事業における付加収入の減少の影響もあり、大変厳しい状況となりました。
　しかし、これまでの営農経済事業改革や店舗再編等の信用共済事業改革に取り組んできた成
果もあり、事業利益11億10百万円（前年度比＋3億45百万円）、当期剰余金9億86百万円（同＋1億
29百万円）を計上することができ、全地区本部とも黒字を確保することができました。
　なお、取崩基準に基づく目的積立金の取崩しを行い、当期末未処分剰余金は21億61百万円とな
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財務・事業成績の推移 （単位：百万円）

単体自己資本比率
当組合の単体自己資本比率　13.82％（令和８年３月31 日現在）

（注１）貯金は譲渡性貯金を含む。
（注２）購買品供給高及び販売品販売高は総額で記載しており、損益計算書における金額とは一致しません。

区分 項目 第10事業年度
（令和5年度）

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

第9事業年度
（令和4年度）

235 713 
1,605 2,054 
822 1,372

1,114,893 1,114,046 
76,196 78,814 

1,009,874 1,000,674 
553,660 555,575 
281,939 290,992 
143,308 135,302
52,945 48,354 
90,363 86,947 

2,905,921 2,772,491 
8,951 8,709 
33,018 31,738 

財　務

事業利益 　
経常利益 　
当期剰余金
総資産 　
純資産 　

信用事業

貯金 　
預金 　
貸出金 　
有価証券 　
　 国　債
　 その他

共済事業
長期共済保有高
短期共済新契約掛金

購買事業 購買品供給高
販売事業 販売品販売・取扱高 38,042 39,020 

第11事業年度
（令和6年度）

第12事業年度
（令和7年度）

764
1,532 
857

1,105,829 
75,482 
988,694 
555,471 
290,098 
117,912
46,843 
71,069 

2,652,979 
8,717 
30,107 
39,826 

1,110
1,749
986

1,098,381
75,486
986,713
536,852
291,957 
122,349
45,629
76,719

2,548,025
8,972 
29,576 
41,707

6



事
業
報
告（
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
）

7

ＪＡしまね│第12事業年度 事業報告

（単位：千円）

区分 計 信用事業 共済事業 農業関連
事業

生活
その他事業

営農指導
事業

共通管理
費等

事業収益 ① 64,321,387 12,350,898 6,341,299 24,265,808 21,015,516 347,865

事業費用 ② 41,212,927 4,208,422 650,597 20,303,829 15,593,469 456,608

事業総利益
（①－②） ③ 23,108,460 8,142,475 5,690,701 3,961,978 5,422,047 ▲ 108,743

事業管理費 ④ 21,998,441 6,229,083 3,601,366 5,353,800 5,613,173 1,201,017

（うち減価償却費 ⑤） （1,722,862）（272,741） （98,897） （804,872）（477,935） （68,416）

（うち人件費 ⑤ '）（13,718,381）（3,738,064）（2,897,446）（2,717,927）（3,404,067）（960,874）

※うち共通管理費⑥ 1,515,718 803,627 1,240,102 1,237,707 162,915 ▲ 4,960,071

（うち減価償却費 ⑦） （111,109） （58,909） （90,905） （90,729） （11,942）（▲ 363,596）

（うち人件費 ⑦ '） （605,658）（321,117） （495,526）（494,569） （65,098）（▲ 1,981,971）

事業利益
（③－④） ⑧ 1,110,019 1,913,392 2,089,335 ▲ 1,391,821 ▲ 191,126 ▲ 1,309,760

事業外収益 ⑨ 1,154,646 319,516 178,895 319,871 300,237 36,125

※うち共通部分 ⑩ 316,421 167,765 258,883 258,383 34,010 ▲ 1,035,464

事業外費用 ⑪ 514,802 150,008 79,339 137,238 132,132 16,084

※うち共通部分 ⑫ 149,641 79,339 122,431 122,174 16,084 ▲ 489,690

経常利益
（⑧＋⑨－⑪） ⑬ 1,749,862 2,082,899 2,188,891 ▲ 1,209,188 ▲ 23,020 ▲ 1,289,719

特別利益 ⑭ 822,953 249,687 132,383 209,436 203,889 27,557

※うち共通部分 ⑮ 249,687 132,383 204,284 203,889 26,837 ▲ 817,081

特別損失 ⑯ 1,200,060 364,721 193,373 300,691 299,225 42,048

※うち共通部分 ⑰ 364,721 193,373 298,401 297,824 39,201 ▲ 1,193,523

税引前当期利益
（⑬＋⑭－⑯） ⑱ 1,372,755 1,967,865 2,127,900 ▲ 1,300,443 ▲ 118,356 ▲ 1,304,210

営農指導事業分配賦額 ⑲ 391,725 322,861 274,307 315,316 ▲ 1,304,210

営農指導事業分配賦後
税引前当期利益
（⑱－⑲）

⑳ 1,372,755 1,576,139 1,805,038 ▲ 1,574,750 ▲ 433,672

（注）１．共通管理費等及び営農指導事業の他部門への配賦基準等
　　　　（１）共通管理費等   
　　　　　　「人頭割（１/３）＋共通管理費配賦前の人件費を除いた事業管理費割（１/３）＋事業総利益割（１/３）」
　　　　（２）営農指導事業
　　　　　　　「均等割（１/２）＋事業総利益割（１/２）」
 　　　
　　２．配賦割合（１. の配賦基準で算出した配賦の割合）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：%）

区分 信用事業 共済事業 農業関連事業 生活その他事業 営農指導事業 計
共通管理費等 30.56% 16.20% 25.00% 24.95% 3.28% 100.00%
営農指導事業 30.04% 24.76% 21.03% 24.18% 100.00%

部門別損益計算書 （令和７年４月１日から令和８年３月31日まで）
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（単位：組合員数）

（単位：口）

資格区分 前期末 当期増加 当期減少 当期末

員
合
組
正

個人 53,884 383 2,234 52,033

法人
農事組合法人  255 2 2 255

その他の法人 284 11 6 289

計 54,423 396 2,242 52,577

員
合
組
准

個人 149,523 1,922 4,873 146,572

農業協同組合

農事組合法人 15 －

－－

－

－ －

15

その他の団体 1,634 14 86 1,562

計 151,172 1,936 4,959 148,149

合計 205,595 2,332 7,201 200,726

考
備

 

資格区分 当期首 当期増加 当期減少 当期末

員
合
組
正

個人 14,143,228 130,315 647,985 13,625,558

法人
農事組合法人 28,623 19 129 28,513

その他の法人 17,723 558 53 18,228

計 14,189,574 130,892 648,167 13,672,299

員
合
組
准

個人 5,659,149 126,451 419,156 5,366,444

農業協同組合

農事組合法人 1,489 － －

－－ － －

1,489

その他の団体 69,684 90 4,294 65,480

計 5,730,322 126,541 423,450 5,433,413

処分未済持分 202,797 278,311 202,797 278,311

合計 20,122,693 535,744 1,274,414 19,384,023

摘要：　（１）出資一口金額                            1,000 円
　　　　（２）当期末払込済出資総額    19,384,023,000 円

①組合員の数

②出資口数

組織の概要
組合員の状況
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（単位：組合員数）

個 人

小 計
個 人
農 業 協 同 組 合
農 事 組 合 法 人
そ の 他 の 団 体
小 計

資  格  区  分 当 期 首
67,604
167
182

67,953
161,383

1
26

1,887
163,297
231,250

当 期 増 加
86
6
2
94
911
0
0
3

914
1,008

当 期 減 少
218
1
1

220
265
0
0
4

269
489

当 期 末
67,472
172
183

67,827
162,029

1
26

1,886
163,942
231,769

備　考 

農事組合法人
その他の法人

合                       計 

正
組
合
員

准
組
合
員

法
人

常 勤
非 常 勤
　 計 　
常 勤
非 常 勤
　 計 　

参 事
正 職 員

　 計 　

  区　 　 分 当 期 末
17
23
40
2
4
6
46

理

　事

監

　事

（単位：人）

（単位：人）

区  　　分 前 期 末 当 期 増 加 当 期 減 少

-
151
161
312

当 期 末

-
1,378
1,086
2,464

-
44
83
127

-
1,485
1,164
2,649

合　　　　計

有期雇用・パートタイム職員

役員の状況

職員の状況
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令和8年3月31日現在

監 査 部

ふ れ あ い 広 報 課

農 業 金 融 課

総 務 課

人 事 課

教 育 企 画 課

事 務 セ ン タ ー

企 画 管 理 課

法 人 営 業 課

自 動 車 共 済 課

審 査 課

債 権 管 理 課

生 命 建 物 共 済 課

共 済 事 務 管 理 課

共 済 事 務 指 導 課

共 済 企 画 課

資 金 運 用 課

証 券 管 理 課

事 務 集 中 課

為 替 課

事 務 管 理 課

金 融 相 談 課

金 融 企 画 課

企 画 支 援 室

経 済 課

資 材 課

肉 牛 販 売 課

酪 農 課

畜 産 課

園 芸 販 売 課

米 穀 課

営 農 指 導 課

営 農 企 画 課

畜 産 部

米 穀 園 芸 部

営 農 対 策 部

共 済 部

地
　
区
　
本
　
部

監 

事 

会 事
監
表
代

事
監
勤
常

長
合
組
副
事
理
表
代

会
代
総
・
会
総

会

事

理

長
合
組
事
理
表
代

務
専
事
理
表
代

常 務 理 事

常 務 理 事

常 務 理 事
（地区本部長）
（地区副本部長）

金 融 部

総 務 部

人 事 部

融 資 部

資 金 部

リ ス ク 管 理 部

リスク管理統括課

企 画 管 理 部

改 革 推 進 室

（執行役員副本部長）

経 済 部

常 務 理 事

常 務 理 事

信用共済推進支援センター

営農経済事務指導室

組織の構成（組合の機構）
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事業の概況
令和7年度 事業活動の内容

令和7年度 営農センター活動報告
　損益の状況

　事業別の明細
組織の概要

組合員の状況（組合員数、出資口数）
組合員数・戸数一覧表

理事･地区本部運営委員の状況
職員の状況
組合員組織
　　機構図

（令和7年4月1日～令和8年3月31日）

第12事業年度 事業報告
ＪＡしまね 出雲地区本部

しまね 出雲地区本部
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事業活動の概況に関する事項
　「第４次中期経営計画」および「第4次農業戦略実践３ヵ年営農計画」の初年度としてJAしま
ねのめざす姿として掲げる「持続可能な農業の実現」「豊かでくらしやすい地域共生社会の実
現」「協同組合としての役割発揮」の実現に取り組みました。
　農業関連では、担い手不足や資材価格の高止まりに加え、気候変動に伴う高温障害や病害
虫被害など、農業を取り巻く環境は引き続き厳しい状況にあります。このような中、各種支援事業
の活用等を通じて、生産者の経営安定と地域農業の振興に努めました。
　地域貢献活動では、小学校での食農体験や中学校での自転車交通安全教室、出雲市への
カーブミラーの贈呈などに取り組みました。また、女性部・やすらぎ会の活動とも連携し、地域の活
性化に努めました。
　令和7年度の業績還元では、各地区農業まつりへの助成、営農支援としての肥料価格高騰
対策、畜産消費拡大対策および通信アプリ「デイワーク」等の普及拡大対策、グリーンセンターで
の正組合員感謝セール、ラピタでの米価格高騰対策としての家計応援セールなど各種セールの
実施やガソリン値引券の配布、年金受給者の皆様への粗品プレゼントを行い、組合員・利用者
へ１，８００万円を還元しました。

①営農指導事業
　国・県等の補助事業に加え、出雲農業未来の懸け橋事業やＪＡしまね農業振興支援事業等
を活用し、生産者の経営安定に努めました。また、情報発信ツールである「JAコネクト」や1日農業
バイトアプリ「デイワーク」のPRに努め、デジタル化の普及拡大に取り組みました。
　高温傾向が続く気象状況への対策として、水稲の新品種の試験栽培を開始しました。また、
農産物の安全・安心対策として、農薬の適正使用の啓発活動や、「美味しまね認証ゴールド」の
継続および新規取得に向けて支援活動を実施しました。
　米穀では、米集荷拡大に向け、引き続き倉庫大口奨励やカントリー利用奨励などを実施し、前
年対比102％の集荷実績となりました。
　最大の特産品目であるぶどうでは、生産者・行政と連携し、出雲市浜町にぶどう団地を整備し
ました。
　畜産では、第１３回全国和牛能力共進会（令和９年８月開催）に向けて、肉牛出品候補牛の
生産を目的に、いずも和牛改良組合と連携し、８５頭に受精卵を移植しました。その結果、２９頭
が出生し１７頭が候補牛として確定しています。また、１０月に開催された第１６回全日本ホルスタ
イン共進会北海道大会では、管内から３頭が出品され内１頭が島根県代表として過去最高位
の優等賞３席に入賞しました。

②購買事業
　生産購買事業では、資材コスト低減を目的に品目集約や業績還元を活用し、予約肥料の主要
銘柄について価格引き下げを実施しました。また、グリーンセンター店舗において、正組合員感謝
セールを開催し、組合員への還元に努めました。さらに、TACと連携し営農組織や担い手農家
に対して、スケールメリットを活かした肥料の大型車直送や農薬の大型規格品の推進を行い、コ
スト削減に取り組みました。加えて、ミニアグリミーティングを開催し、来場者に対して新技術の紹

介や作業効率化、労力軽減につながる資材の提案を行いました。
　ラピタでは地産地消を基本とし、「安全・安心・新鮮」な商品提供を目指し、ラピタ農産物直売
所やＪＡ女性部と連携し、魅力ある店舗づくりに努めました。２月には９年ぶりにレジシステムを刷
新し、お客様の利便性向上と業務の効率化を図りました。また、次世代層の来店・利用拡大に向
け、子ども向け室内遊園地の新設やラピタアプリ、ＳＮＳを活用したラピタの情報発信に積極的に
取り組みました。
　葬祭事業では家族葬や小規模葬をはじめとする多様な葬祭ニーズに寄り添い、地域から信
頼される葬祭事業の展開を図りました。
　ＬＰガス事業では、ガス機器リースの普及と他燃料からの燃料転換に取り組むとともに、ガス集
中監視システムの計画的な更新を通じて、安全性確保と供給体制の強化を図りました。　
　石油事業では、「県下統一GOGOグルメキャンペーン」や「お年玉キャンペーン」等、様々なキャ
ンぺーンを展開し、利用者の満足度向上に取り組みました。
　自動車事業では、各種ディーラー協賛や、ラピタセンターコートでのセニアカーの試乗会、ＪＡ全
農島根農機サポート（株）との協賛による夏・春の農機展示会で自動車展示を行い、営業活動に
努めました。

③販売事業
　販売単価向上に向けて、従来の市場取引を優先しながらも、しいたけ、ぶどう、アスパラガス等
の農産物の輸出拡大に取り組みました。直販では、大手百貨店をはじめ、これまで青果物の出
荷実績の少ない関東圏への販路を再構築したほか、加工用ぶどうの新規取引の獲得等、販売
力の強化に取り組みました。

④信用事業
　魅力的な金融サービスを提供するため、『国消国産応援定期貯金』や『定期貯金キャンペー
ン』などの企画定期貯金のＰＲ活動を積極的に行い、安定的な貯金の確保に取り組みました。
　さらに、年金相談会を１７会場（うち土曜日１０会場）で開催するとともに、年金受給者へラピタ
のお買物券を配付するなど、利用者の満足度向上に取り組みました。
　また、農業融資担当者・支店・営農担当部署との事業間連携を強化し、農業者へ各種農業
制度資金の情報提供やニーズに応じた相談活動を実施するとともに、新規就農者や地域農業
の担い手に対するＪＡバンク利子補給等、総合事業の強みを活かした農業融資推進の強化に
取り組みました。
　あわせて、ローン営業センターを中心に住宅メーカー等との関係構築に努め、住宅ローンなど
個人貸出金の伸長に取り組みました。

⑤共済事業
　各支店では、「つながる“絆”活動」の一環として、それぞれの「目指す支店像」を定め、その実
現に向けて支店職員が一体となり、来店者対応の充実や３Ｑ活動によるＪＡ共済のお知らせ活
動に取り組みました。
　また、自動車共済においては、共済掛金の優位性を活かした「ＡＴＫ（愛車点検活動）キャン
ペーン」を展開し、未加入車両へのアプローチや世帯内自動車保障の加入状況確認を実施す
るなど、新規契約の伸長に取り組みました。損害調査サービスでは、事故受付・現場急行の際に
親切・丁寧な対応を心掛け、利用者満足度の向上に取り組みました。

事 業 の 概 況
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　「第４次中期経営計画」および「第4次農業戦略実践３ヵ年営農計画」の初年度としてJAしま
ねのめざす姿として掲げる「持続可能な農業の実現」「豊かでくらしやすい地域共生社会の実
現」「協同組合としての役割発揮」の実現に取り組みました。
　農業関連では、担い手不足や資材価格の高止まりに加え、気候変動に伴う高温障害や病害
虫被害など、農業を取り巻く環境は引き続き厳しい状況にあります。このような中、各種支援事業
の活用等を通じて、生産者の経営安定と地域農業の振興に努めました。
　地域貢献活動では、小学校での食農体験や中学校での自転車交通安全教室、出雲市への
カーブミラーの贈呈などに取り組みました。また、女性部・やすらぎ会の活動とも連携し、地域の活
性化に努めました。
　令和7年度の業績還元では、各地区農業まつりへの助成、営農支援としての肥料価格高騰
対策、畜産消費拡大対策および通信アプリ「デイワーク」等の普及拡大対策、グリーンセンターで
の正組合員感謝セール、ラピタでの米価格高騰対策としての家計応援セールなど各種セールの
実施やガソリン値引券の配布、年金受給者の皆様への粗品プレゼントを行い、組合員・利用者
へ１，８００万円を還元しました。

①営農指導事業
　国・県等の補助事業に加え、出雲農業未来の懸け橋事業やＪＡしまね農業振興支援事業等
を活用し、生産者の経営安定に努めました。また、情報発信ツールである「JAコネクト」や1日農業
バイトアプリ「デイワーク」のPRに努め、デジタル化の普及拡大に取り組みました。
　高温傾向が続く気象状況への対策として、水稲の新品種の試験栽培を開始しました。また、
農産物の安全・安心対策として、農薬の適正使用の啓発活動や、「美味しまね認証ゴールド」の
継続および新規取得に向けて支援活動を実施しました。
　米穀では、米集荷拡大に向け、引き続き倉庫大口奨励やカントリー利用奨励などを実施し、前
年対比102％の集荷実績となりました。
　最大の特産品目であるぶどうでは、生産者・行政と連携し、出雲市浜町にぶどう団地を整備し
ました。
　畜産では、第１３回全国和牛能力共進会（令和９年８月開催）に向けて、肉牛出品候補牛の
生産を目的に、いずも和牛改良組合と連携し、８５頭に受精卵を移植しました。その結果、２９頭
が出生し１７頭が候補牛として確定しています。また、１０月に開催された第１６回全日本ホルスタ
イン共進会北海道大会では、管内から３頭が出品され内１頭が島根県代表として過去最高位
の優等賞３席に入賞しました。

②購買事業
　生産購買事業では、資材コスト低減を目的に品目集約や業績還元を活用し、予約肥料の主要
銘柄について価格引き下げを実施しました。また、グリーンセンター店舗において、正組合員感謝
セールを開催し、組合員への還元に努めました。さらに、TACと連携し営農組織や担い手農家
に対して、スケールメリットを活かした肥料の大型車直送や農薬の大型規格品の推進を行い、コ
スト削減に取り組みました。加えて、ミニアグリミーティングを開催し、来場者に対して新技術の紹

介や作業効率化、労力軽減につながる資材の提案を行いました。
　ラピタでは地産地消を基本とし、「安全・安心・新鮮」な商品提供を目指し、ラピタ農産物直売
所やＪＡ女性部と連携し、魅力ある店舗づくりに努めました。２月には９年ぶりにレジシステムを刷
新し、お客様の利便性向上と業務の効率化を図りました。また、次世代層の来店・利用拡大に向
け、子ども向け室内遊園地の新設やラピタアプリ、ＳＮＳを活用したラピタの情報発信に積極的に
取り組みました。
　葬祭事業では家族葬や小規模葬をはじめとする多様な葬祭ニーズに寄り添い、地域から信
頼される葬祭事業の展開を図りました。
　ＬＰガス事業では、ガス機器リースの普及と他燃料からの燃料転換に取り組むとともに、ガス集
中監視システムの計画的な更新を通じて、安全性確保と供給体制の強化を図りました。　
　石油事業では、「県下統一GOGOグルメキャンペーン」や「お年玉キャンペーン」等、様々なキャ
ンぺーンを展開し、利用者の満足度向上に取り組みました。
　自動車事業では、各種ディーラー協賛や、ラピタセンターコートでのセニアカーの試乗会、ＪＡ全
農島根農機サポート（株）との協賛による夏・春の農機展示会で自動車展示を行い、営業活動に
努めました。

③販売事業
　販売単価向上に向けて、従来の市場取引を優先しながらも、しいたけ、ぶどう、アスパラガス等
の農産物の輸出拡大に取り組みました。直販では、大手百貨店をはじめ、これまで青果物の出
荷実績の少ない関東圏への販路を再構築したほか、加工用ぶどうの新規取引の獲得等、販売
力の強化に取り組みました。

④信用事業
　魅力的な金融サービスを提供するため、『国消国産応援定期貯金』や『定期貯金キャンペー
ン』などの企画定期貯金のＰＲ活動を積極的に行い、安定的な貯金の確保に取り組みました。
　さらに、年金相談会を１７会場（うち土曜日１０会場）で開催するとともに、年金受給者へラピタ
のお買物券を配付するなど、利用者の満足度向上に取り組みました。
　また、農業融資担当者・支店・営農担当部署との事業間連携を強化し、農業者へ各種農業
制度資金の情報提供やニーズに応じた相談活動を実施するとともに、新規就農者や地域農業
の担い手に対するＪＡバンク利子補給等、総合事業の強みを活かした農業融資推進の強化に
取り組みました。
　あわせて、ローン営業センターを中心に住宅メーカー等との関係構築に努め、住宅ローンなど
個人貸出金の伸長に取り組みました。

⑤共済事業
　各支店では、「つながる“絆”活動」の一環として、それぞれの「目指す支店像」を定め、その実
現に向けて支店職員が一体となり、来店者対応の充実や３Ｑ活動によるＪＡ共済のお知らせ活
動に取り組みました。
　また、自動車共済においては、共済掛金の優位性を活かした「ＡＴＫ（愛車点検活動）キャン
ペーン」を展開し、未加入車両へのアプローチや世帯内自動車保障の加入状況確認を実施す
るなど、新規契約の伸長に取り組みました。損害調査サービスでは、事故受付・現場急行の際に
親切・丁寧な対応を心掛け、利用者満足度の向上に取り組みました。
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区
分 実　　施　　事　　項 目　標　値（令和7年度）

指　標
取組結果
実績値数　値

1. 新規就農者と地域の担い手の育成支援

3. 営農指導の充実・強化

1. くらしの活動による組合員・地域住民の総合的な支援

(1)関係機関と連携して、新規就農者の確
保・育成 認定新規就農者

新規認定農業者

組織化
協業化
法人化

作付面積

特産販売目標

ぶどう
菌床しいたけ
アスパラガス

直売事業
うちラピタ産直
うち直販野菜

訪問先
訪問回数

ニューフェイス研修
スペシャリスト研修

生育調査
坪刈り調査

畜産販売目標

5名 8名

7名 11名

1件

16億円
4億7,000万円
9,800万円

5億4,800万円
3億4,000万円
2億800万円

ニューフェイス研修：４回
スペシャリスト研修：５回
生育調査：５回
坪刈り調査：４回

30億3,300万円

180経営体
3,600回

32億6,200万円

3億9,600万円
3億1,300万円
8,300万円

15億9,800万円
4億4,000万円
9,700万円

ニューフェイス研修：４回
スペシャリスト研修：4回

生育調査：５回
坪刈り調査：４回

150経営体
3,021回

つや姫　   170ha
きぬむすめ

1,405ha

36億8,700万円 36億1,300万円

新規認証取得 新規認証取得　13名

つや姫　　　179ha
きぬむすめ　1,413ha

0件
1件
1件

(2)関係機関と連携した、新たな担い手の
確保・育成

(3)「地区担い手育成ビジョン」に基づい
た営農組合設立・協業化・法人化支援

(3)各種補助事業活用による新規生産者
及び既存生産者の規模拡大

(4)ラピタ農産物直売会の新規会員獲得
と売場活性化及び市内関係直売所
（直販野菜）との連携強化による直売
事業の拡大

(5)畜産経営新規就農支援及び後継者を
中心とした規模拡大支援

(2)若手営農担当者を中心に水稲展示圃
での生育調査に併せ、スキルアップと
現場対応力の強化

(1)女性部員の高齢化による後継者対策
として若手役員登用により新たな体
制づくりの支援とフレッシュミズ活動
の充実によりアクティブメンバーシッ
プの強化を図る

(2)「いずもJA女子大学」並びに「いずも
JAシニア女子大学みずき」の講座開
講の支援を行い、自分磨きのお手伝い
を通じた受講生・地域住民への貢献

「いずもJA女子大学」
特別講座開催
（計４回　受講生28名）
「いずもJAシニア女子大学み
ずき」開催
（第５期　受講生28名）

両女子大学の
支援・運営 -

開催数 フレッシュミズ
活動5回以上

開催数：4回
部員数：27名

(3)「出向く営農指導」体制強化
　 組合員ニーズの把握と提案活動によ
る組合員満足度の向上

(1)つや姫・きぬむすめへの品種誘導

(2)園芸産地の拡大と農家所得の最大化

(6)美味しまね認証取得品目の拡大

(1)営農指導員の資質向上

2. 農畜産物振興

営

農

・

農

業

振

興

く

ら

し

の

活

動

令和7年度　事業活動の内容
令
和
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年
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2.「助け合い」を基軸とした地域貢献活動の展開

く

ら

し

の

活

動

信

用

事

業

1. 農業メインバンク機能の強化

3. 食と農を基軸とした活動と地産地消への取り組み

4. 健康長寿を目指した健康管理活動の実施

区
分 実　　施　　事　　項 目　標　値（令和7年度）

指　標
取組結果
実績値数　値

(4)広報誌、SNS、支店だより等を活用し
た情報発信の強化

(5)「家の光」、「地上」、「ちゃぐりん」と日
本農業新聞をJA役職員と組合員・地
域住民をつなぐ教育資材と位置づけ
た、計画的な普及運動の展開

(1)助け合い組織「出雲やすらぎ会」を中
心に地域でのミニデイサービス、声が
け訪問、ボランティア活動の実施と支
援

(2)フードロス削減や地域の将来を担う
子どもたちの健全な育成のため「こ
ども食堂」「フードバンク」等への支援

社協等との連携
強化を図り
支援実施

普及率

各地区にて
継続実施 -

-

家の光三誌
　普及率：28.6％
日本農業新聞
　普及率：10.0％

・広報誌しまねびより
　19,000部発行/月
・支店だより
　各支店が作成し外勤日にて
　配布
・ホームページを年間15回更
　新し、管内のイベントなどの
　情報を発信

・家の光三誌 
普及率：29.1％

・日本農業新聞 
普及率：9.4％

・ボランティア活動
56回　延べ573名参加

・ミニデイサービス
68回　延べ1,179名参加

米一握り運動を実施
社協・こども食堂に寄贈
出雲市社会福祉センターにお
いて「フードドライブ」が開催
され各地区からお米や野菜を
寄贈

各地区での開催
食農教育活動28回開催

発行（掲載）数
ホームページ
月2件以上掲載、
支店だよりの発行

(1)こども達や次世代に対して食農教育
活動を実施 実施数

お役立ち教室を5回開催(2)食・農・くらしに役立つ教室を開催し、
地域住民の健康で安心なくらしを支援 実施数 年間を通じて食農

体験学習の実施

年間を通じて食農
体験学習の実施

13日間、5会場実施
延べ401名受診

・担い手ドック
9日間実施　延べ353名受診
・農業者・女性部健診
4日間実施　延べ252名受診

(1)地域組合員を対象とした組合員健康
診断、巡回人間ドックの実施

(2)農業者等を対象とした担い手ドック、
農業者・女性部健診の実施

(1)地域農業を支えるメインバンクとし
て、資金ニーズの把握及び質の高い
金融サービスの提供による「農業者の
所得増大」「農業生産の拡大」への貢
献と農業融資の伸長

農業融資
新規実行額 ４億8,000万円 3億5,700万円

実施日数
担い手ドック9回、
農業者女性部健

診4回実施

実施会場数 5会場

(3)「農業まつり」「来店感謝デー」等、組合
員・地域住民との交流の場づくりの実
施・支援

農業まつりを32か所で開催
信用事業と連携し、来店感謝
デーにて女性部のおもてなし
活動を全支店実施

開催店舗数 全支店の実施
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区
分 実　　施　　事　　項 目　標　値（令和7年度）

指　標
取組結果
実績値数　値

3. 利用者保護と地域貢献

2. 生活メインバンク機能の強化

信

　
用

　
事

　
業

4. 業務基盤強化

1.「ひと・いえくるま・農業」の総合保障による万全な保障の提供共

済

事

業

(2)相続及び資産相談への迅速かつ的確
な対応による利用者満足度の向上。ま
た、農地利活用に関する対応・相談・
助言の継続的展開を可能とする体制
の確立及び人材育成

継続実施 -

個人貸出金平残 541億円 567億円

相続相談・農地利活用の相談
助言を実施
相続相談業務トレーニーへ
１名派遣

個人貯金平残 2,220億円 2,144億円
(3)魅力的な金融サービス・商品の提供や
年金・給与振込のJAでの受取増加に
よる個人の預かり資産の増強

継続実施 - 個人インターネットバンキング
新規契約件数1,751件

(4)次世代層との関係構築・強化のため、
非対面取引を含めた様々なチャネルを
活用した複合取引の拡大

定期的に防犯関係の通知文
書を支店に送付し、防犯意識
の向上に努めた
特殊詐欺の未然防止１件

-継続実施
(2)多様化する特殊詐欺防止に向けた職
員の金融機能不正利用防止意識の更
なる向上

出雲市出納室と出雲市役所支
店の連携及び支店窓口での
確実な収納事務により、指定
金融機関としての業務を遂行

各支店で計画的な自主検査を
徹底し、信用事業における事
務堅確性のさらなる向上を
図った

-

-

継続実施(3)出雲市指定金融機関としてのサービ
ス向上、各種協賛を通じた地域貢献

(1)店舗事務全般について事務堅確性向
上 自主検査の徹底

窓口専用のタブレットを全支
店に導入し、組合員・利用者の
利便性向上を図った
-(2)業務体制整備による効率的な事業運

営の構築 継続実施

(1)組合員・利用者一人ひとりに寄り添っ
たフォロー活動（３Q活動）を通じてき
め細やかな保障点検や「ひと・いえ・く
るま・農業」のバランスが取れた総合
的保障を提供し、安心と満足の実現

3Ｑ活動実施 35,100名以上 38,613名

(1)組合員・利用者への情報提供等により
住宅ローン等の新規利用者の拡大

(1)組合員・利用者に寄り添った対応及び
迅速かつ正確な事務運営 継続実施 - 事務堅確の徹底により、迅速

かつ正確な事務処理を実施

(2)総合事業の強みを発揮し、営農部門と
の連携強化 継続実施 -

TACミーティング等、営農関
係会議に参加し営農担当部署
との情報共有を図り資金ニー
ズを収集し、制度資金等の幅
広い相談活動を実施
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(2)子育て支援・次世代対策の一環として
実施する「ＪＡしまねこども倶楽部」を
通じた、接点強化と関係性強化による
新たな仲間づくり

３. 非対面手続きによる契約者の利便性向上と事故時における満足度向上

購

買

事

業
（

生

活

部

）

共

　
済

　
事

　
業

区
分 実　　施　　事　　項 目　標　値（令和7年度）

指　標
取組結果
実績値数　値

（1）各組織団体（生活購買運営委員、女
性部等）との積極的な意見交換による
売場の改善

生活購買運営
委員会の開催 4回 生活購買

運営委員会の開催（３回）

(2)地産地消を基本とし、生産部会や協栄
会（ラピタ納入業者組織）等と連携し
た地元産品の推進

地元産品を拡販する
イベント等の開催

計画的な
教育研修の実施

-

-

地域店舗の魅力をPRするため
ラピタフェスなどを年２回開催
（５月、１０月）

(2)機構改革や各種システム導入等によ
る、業務の効率化や改善、労働生産性
の向上

継続的な改善施策
の検討・実施 - レジシステム更新

（セミセルフ、フルセルフ導入）

AJS作業改善講座
２回受講

農流研 店舗資格試験
４名受験

こども倶楽部
新規会員数 200名以上 99名

1. 財務基盤の強化と機能的な店舗運営

店舗購買品
供給高 94億8,500万円 90億1,800万円

（3）施設の計画的な改修・更新や新規テ
ナント誘致

（1）WEBやアプリを活用した、「いつで
も・どこでも・望む方法」による非対面
手続きの拡充に取組み、組合員・利用
者の利便性向上と、有事の際に組合
員・利用者へスムーズな連絡・共済金
請求を目的としたサービスの提供

WEBマイページ
登録件数 1，370件以上 3,461件

（2）JA自動車共済契約者対応担当者（愛
称：安心サポーター）を中心として、契
約者へ寄り添う姿勢のもと、「身近で
安心なＪＡ共済」の特徴を活かした自
動車損害調査の実践

満足度
（事故連絡時・
現場急行時）

97.0％以上 事故連絡時：96.98％
現場急行時：96.60％

（1）店舗規模や地域特性に応じた店舗展開

（2）ラピタ各店舗の収支改善

2. ＪＡ店舗の強みを生かした売場づくり

（1）内部研修や農協流通研究所、AJS
（オール日本スーパーマーケット協会）
などの外部講習会を活用した職員教
育の充実

3. 職員教育強化によるサービスの向上や業務の効率化・改善

2. 選ばれ続けるＪＡ・ＪＡ共済を目指した取組み
自動車共済

新規件数前年比 106％以上 108%(1)組合員・利用者への万全なくるま保障
の提供と、未保障自動車の解消

(2)農業リスク診断活動を通じてＪＡ共済
の優位性を含めた情報提供を実施し、
未保障農業用自動車の解消と保障充
足率の向上、担い手経営体の不安解消

農業用車両
自動車共済新規 58件以上 45件
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区
分 実　　施　　事　　項 目　標　値（令和7年度）

指　標
取組結果
実績値数　値

購
買
事
業（
生
活
部
）

購
買
事
業
（
自
動
車
燃
料
部
）

地

区

本

部

運

営

1. 「安全・安心・快適」な自動車燃料事業の展開と基盤の確立
(1)リース契約によるガス機器販売での
ガス供給先の長期確保

1. 経営基盤強化

(1)地区本部業務のスリム化及び効率化
を踏まえた収支改善

　 ◆『業務・事業改革断行』

(2)低コスト広範囲の通信機器の導入に
よる業務効率化と保安の確保

(3)給油所の運営体制の強化と収支改善

(4)石油施設の保守修繕と安全管理の強化

集中監視システム
の無線化

燃料油供給数量

600件 433件

13,500kl 12,993kl

車販売台数
（新車・中古車） 235台 177台

①業務改革断行
②事務集約化に
　よる管理費削減
③人員の適正配置

- 事務管理費の削減と業務効率
化を目的に機構改革を実施

2. 組織基盤強化

(1)不祥事再発防止に向けたコンプライ
アンス遵守態勢の強化

　 ◆『不祥事未然防止対策の実践』

①コンプラ研修と
　コンプラマニュ
　アルの読み合わ
　せ実施
②実効性ある
　自主検査の実施
③連続職場離脱の
　実施

-

①コンプライアンスマニュア
　ルの読み合わせを月２回以
　上、各部署にて実施
②全部署において毎月自主検
　査を実施し、事務処理水準
　の向上に取り組んだ
③連続職場離脱の実施（対象
　者６７９名１００％実施）

(2)経営基盤強化のための組織再編・
　 機構改革
　 ～支店再編と会館機能の見直し～

①大社地区１支店
　化に向けた検討
②遊休資産解消に
　向けた検討・実施
③ブロック再編検討

-

①大社地区１支店化準備実施
②上津会館処分に向けた
　検討・実施
③ブロック再編検討

(5)各種キャンペーンの実施による組合
員・利用者満足度向上に向けた取り組
み強化

(6)多様な利用者ニーズに応じた、車両販
売メニューの提案・JA内各事業との連
携の強化と新たな車両購入メニュー
の提案・構築

(3)地元ケーブルテレビCMを活用した、
PRを積極的に行うなど、JA葬祭事業
の施行シェアを維持向上

（2）多様化する葬儀ニーズに対応した、適
切なメモリア会館の改修、整備、維持

葬儀施行件数
シェア

1,000 件以上
60 ％以上

葬儀施行件数869件
葬儀施行シェア54.5％

（1）利用者の多岐に渡るニーズに応じた
葬儀を提案するとともに法要ギフトの
提案等、「アフター葬儀」の取り組みに
よる満足度向上

4. 葬祭事業のサービス向上・充実
令
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 中部営農センター　
（１）生産コスト削減に向け、生産資材の車取りや大型規格の提案に取り組むほか、土壌分析による適
正施肥の提案を行う等、農業所得の維持拡大に取り組みました。
　〇生産資材供給実績（大口取引）　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　実　績　　
　　グリーンソイル20㎏袋   1,580袋   
　　　　　　 1ｔフレコン　  27本
　　 500㎏フレコン　　  46本   
　　水稲肥料　 　 　　　5,252袋 
　　改良材　200㎏フレコン 183本
　　　　　　　 20㎏袋　　1,839袋
　　農薬（大型規格40㎏）　　135袋

（２）地域別、品目別の栽培技術の確立や課題解決に向け、農業指導センターとの連携による実証試
験等、生産性の向上に取り組みました。
　〇水稲肥料・除草剤を使用した展示圃及び実証試験の設置
　　　　環境保全型一発肥料試験　
　〇高温対策として品質向上、安定生産、土づくり肥料の試験
　　　　肥料試験　　　　食味品質向上試験　　
　　　　つや姫高品質栽培試験、つや姫食味向上試験、安定生産技術（直播栽培りもみん）試験、つや
　　　姫ふりかけ堆肥試験
　○ブロッコリー栽培拡大に向けた推進活動
　　　　新規取組に向けた説明会の開催

（３）地区担い手協議会と連携し効率的な農地活用を進め、担い手法人・集落営農組織の運営支援に
取り組みました。
　〇地区担い手協議会（8地区）を開催し、委託予定農地の確認と今後の方針確認
　〇担い手の規模拡大に向けた集積支援
　〇法人・集落営農組織内の担い手育成支援として大型免許取得支援
　　　　受講・免許取得者　4名
 
（４）良質米生産に向けた各種研修会を開催し、情報提供を迅速に行う等、安全・安心な米づくりを進
めました。また、出向く営農指導活動に取り組み、積極的に現場や組合員宅へ出向きました。
　〇栽培講習会の適時開催
　　　　水稲防除暦説明会　1回　　　　　　　 水稲育苗講習会　　1回
　　　　水稲青空座談会　 14回（7会場×2回）　 適期稲刈り講習会　1回
　〇迅速かつタイムリーな「出向く営農相談・指導」の実施　
　　　　ＴＡＣ活動　訪問件数　298戸　　相談・指導・提案数　625件

（５）農業体験を通じて地域交流を図り、魅力ある農業の情報発信に努めました。
　〇中部ブロック園芸教室の開催（年間4回開催）
　〇ラピタ直売会会員の拡大　会員数107名
　〇女性部と協賛し家庭野菜栽培講習会の開催
　　　　川跡地区　2回　　　上津地区　1回

令和7年度　営農センター　活動報告

〇土壌分析による適正施肥の提案
　　　　　　　　　　　 実　績　　
　　土壌分析数　　農産　 33点      
　　　　　　　　 特産　  10点
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 西部営農センター

（１）ブロッコリーの産地拡大を図るため、各関係機関と連携して生産振興に取り組みました。
　〇面積拡大　10ha
　〇機能性農産物スーパーブロッコリー（出雲フォルテ）の取り組み　4.7ha
　〇作期拡大に向けた被覆資材の実証試験を実施

（２）令和5年版「ひらたの柿産地活性化プラン」を実践し、三本柱である「所得の向上」「担い手の育成」
「生産方法の改善」により産地拡大を目指しました。春先の凍霜害により以下の結果となりました。
　〇販売額　1億5,200万円
　〇加工製品個数　32.3万個

（３）宍道湖西岸国営事業に係る営農計画の実践に向け、宍道湖西岸サポートセンター、営農組織、担
い手および関係機関と連携し取り組みました。
　〇ブロッコリー栽培の推進（西岸地区）　15.5ha
　〇大豆栽培の実践　13.6ha
　〇玉ねぎ栽培の安定化及び販路の確立　5.3ha（玉ねぎ調製施設の活用）
　〇小豆栽培の実践　5.5ha

（４）農産物の生産性を向上させるため、関係機関と連携し、実証圃の設置と普及に努めました。
　〇ブロッコリー：耐暑性品種の作期拡大試験の実施
　〇青ネギ：天井中央部遮光試験の実施
　〇玉ねぎ：機械化体系、栽培技術等の試験栽培の実施

（５）地域農業の活性化のため、後継者や新規農業者の育成に取り組みました。
　〇水田園芸作物の推進活動　
　〇野菜作り講習会の開催（7回）
　〇ラピタ直売会の加入促進（新規10名）

 東部営農センター　

（１）良質米生産、コスト削減に向けた取り組みを行いました。
　〇各種講習会の開催
　　　・青空座談会　　　2会場（6月）、5会場（7月）　　　・水稲防除暦説明会　1会場
　　　・水稲育苗講習会　1会場 　　　　　　　　　　　・適期刈取講習会　　2会場
　〇タイムリーな栽培情報提供
　　　・毎月発行の営農だより
　　　・グリーンセンター大社に水稲栽培のポイントの掲示
　〇土壌分析による適正施肥の提案
　　　・土壌分析数　　45点
　
（２）『出雲ぶどう産地再生プラン』を実践し、産地再興の実践に向け取り組みました。
　〇令和8年3月に高松地区浜町新ぶどう団地（110a、10棟）を竣工し、新規就農者3経営体を受け入
　ました。
　〇長浜地区ぶどうの新植圃場整備に向け、地元の各団体及び関係機関と協議を開始しました。　
　〇カーボンニュートラルの取り組みとして、ヒートポンプの導入を1件行いました。
　○令和7年産販売実績
　　　デラウェア　　　　　出荷量591ｔ　販売高９億７，223万円
　　　シャインマスカット　　出荷量220ｔ　販売高5億5，750万円
　　　神　紅　　　　　　出荷量 5.8ｔ　販売高　　3，154万円
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 河南営農センター
（１）地域ブランド産品の生産維持・拡大に取り組みました。
　　「多伎いちじく」では地域おこし協力隊と連携し、将来的なUI ターン就農者確保を目的とし、収穫
サポーター募集を行いました。
　○収穫サポーター　延べ45名（期間9月～10月）

　　「西浜いも」観光いも掘り農園は、手軽なレジャーとして定着し盛況でしたが、天候の悪い日が続い
たことから集客数が減少しました。
　〇観光いも掘り農園： 販売区画数　432区画（前年558区画）

（２）地域特産振興として、新規生産者の確保や面積拡大、生産技術の向上など生産部会や関係機関
と連携し安定出荷に取り組みました。
　　「多伎いちじく」「神門梨」「西浜いも」は降雨量不足、記録的な猛暑で小ぶりとなり出荷量、販売高
に影響を受けました。
　　「きゅうり」は、栽培面積は若干減少したものの出荷量が安定的に続いたことから、平均単価も高
く推移し、2年続けて販売高1億円を突破しました。
　〇多伎いちじく　販売実績 　7,095万円　　〇神門梨　　　　販売実績　    94万円
　〇きゅうり　　　販売実績 　10,247万円　　〇西浜いも　　　販売実績　2,108万円

（３）「年金＋α農業のすすめ」として、「河南ブロック農業入門講座」を開催し、ラピタ直売会への新規
加入など新たな農業者の養成・販売農家の育成に努めました。
　〇農業講座開講回数：3回　　〇受講者数：30名　　○直売会新規加入者：6名

（４）農産加工事業については、加工原料の出荷数量が38.3tと昨年を上回りましたが、令和6年に販
売先・販売数量を制限した影響などにより、当年の受注が伸びず、販売高が減少しました。
　〇加工製品販売高：3,046万円

（３）ＪＡしまね推進作物の栽培面積の拡大と販売高の向上に取り組みました。
　〇菌床生しいたけ
　　　栽培菌床数　15万3千菌床　販売実績　1億1,978万円
　〇アスパラガス
　　　栽培面積　　4.6ha　  　　  販売実績   　 6,891万円

（４）「年金＋α農業のすすめ」としての園芸教室や、食や農業への関心を深めるための食農活動を通
じ、魅力ある農業の情報発信に努めました。
　〇園芸教室　野菜果樹教室 　　　　　　　　　　3回開催
　〇食育活動　米づくり体験（小学校）　 　　　 　　3校
　　　　　　　野菜づくり体験（幼稚園・小学校）　　3校
　　　　　　　ぶどう体験（小学校）　　　　　　   10校
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 南部営農センター

（１）営農組合や担い手農家との連携を強化するため、新たな取り組みとして肥料農薬メーカーを講師
として迎え、水稲の栽培研修会を開催しました。また、地域の現状を認識し、今後の農業を考える場
として地域計画会議を開催しました。
　〇南部ブロック水稲農家研修会開催　1回
　〇地域計画会議
　　　佐田地区（西須佐・東須佐）、（八幡原・窪田）
　　　朝山・乙立地区、稗原地区
　
（２）優良雌牛の導入や更新による優良子牛の生産に取り組むとともに、耕畜連携によるＷＣＳの安定
供給のため、耕種農家の生産体制の広域化に向けてブロック内の利用調整を行い、畜産農家の生産
コスト削減及び耕作放棄地の解消に取り組みました。
　〇子牛出荷　出荷頭数　159頭 
　　　　　　　販売高　　1億1,922万円
　〇酪農生乳　　出荷量　   1,707ｔ 
      　　　　　販売高　　2億5,223万円 
　〇ＷＣＳ　　　栽培面積　6.5ha 
　　　　　　　供給本数　439本 

（３）菌床生しいたけは、各種研修会、巡回指導強化により収穫量維持と品質向上に取り組みました。
出荷数量増加を目指し、令和7年度懸け橋事業を活用し、菌床購入支援を実施しました。
　〇菌床数　 　109,755菌床
　〇販売高　　 9,901万円

（４）特産振興として、中山間地域品目の品質向上と販路の拡大に努めました。また、水田園芸作物、
有機農産物の推進も行いました。
　〇中山間地域品目
　　　エゴマ　　　　栽培面積 87a　出荷量      257kg
　　　柚　子　　　　栽培面積 176a　出荷量 12,289kg
　　　有機かぼちゃ　栽培面積   20a　出荷量   1,944kg
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1 .事 業 総 利 益
   信用事業収益
   信用事業費用
信用事業総利益
   共済事業収益
   共済事業費用
共済事業総利益
   購買事業収益
   購買事業費用
購買事業総利益
   販売事業収益
   販売事業費用
販売事業総利益
   保管事業収益
   保管事業費用
保管事業総利益
   加工事業収益
   加工事業費用
加工事業総利益
   利用事業収益
   利用事業費用
利用事業総利益
   葬祭事業収益
   葬祭事業費用
葬祭事業総利益
   宅地等供給事業収益
   宅地等供給事業費用
宅地等供給事業総利益
   その他事業収益
   その他事業費用
その他事業総利益
   指導事業収入
   指導事業支出
指導事業収支差額

2 .事 業 管 理 費
　（１）人件費
　（２）業務費
　（３）諸税負担金
　（４）施設費
　（５）その他管理費
　（６）本店事業管理費配賦額
事     業     利    益

3 .事 業 外 収 益
4 .事 業 外 費 用
経  常  利  益

5 .特 別 利 益
6 .特 別 損 失
税 引 前 当 期 利 益
法 人 税 等
当  期  剰  余  金

（単位：千円）
科　　　　　目 令和6年度（Ａ） 令和7年度（Ｂ） 前年対比（Ｂ）－（Ａ）

7,304,083
2,716,368
447,112
2,269,255
1,555,567
194,651
1,360,916
14,951,608
12,260,288
2,691,320
1,019,734
721,442
298,291
15,417
3,057
12,360
83,257
71,282
11,974
579,359
339,444
239,914
883,077
483,923
399,154
13,102
636

12,466
5,707
6,219
△ 512
152,982
144,040
8,941

6,993,191
4,061,357
520,300
173,592
1,423,959
30,263
783,718
310,891
299,477
109,938
500,430
67,895
258,048
310,277
38,794
271,482

7,265,138
3,403,268
1,108,759
2,294,509
1,552,801
213,584
1,339,216
14,554,766
11,839,830
2,714,936
1,197,334
900,136
297,197
18,065
4,144
13,921
97,791
86,084
11,707
543,519
333,221
210,298
835,358
460,203
375,154
6,915
711
6,204
4,973
5,454
△ 480
136,988
134,516
2,472

6,727,814
3,791,210
517,014
198,902
1,418,829
33,196
768,661
537,323
308,074
101,093
744,303
251,674
363,402
632,575
138,608
493,967

△ 38,945
686,900
661,646
25,253
△ 2,766
18,933

△ 21,700
△ 396,841
△ 420,457
23,615
177,599
178,693
△ 1,094
2,647
1,086
1,561
14,534
14,801
△ 267

△ 35,839
△ 6,223
△ 29,616
△ 47,719
△ 23,719
△ 24,000
△ 6,187

74
△ 6,261
△ 733
△ 765
32

△ 15,993
△ 9,524
△ 6,469

△ 265,377
△ 270,147
△ 3,285
25,310
△ 5,129
2,932

△ 15,057
226,431
8,597

△ 8,844
243,873
183,779
105,354
322,298
99,813
222,484

損益の状況

（注）1.各事業区分の貸倒引当金繰入と貸倒引当金戻入は区分毎に処理している。
　　2.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　3.本店配賦額を含む。

ＪＡしまね 出雲地区本部│第12事業年度 事業報告
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（注）1.取扱高は受託販売品と買取販売品の合計。
　　2.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　3.本店配賦額は含まない。

（注）1.畜産素畜は含まない。
　　2.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　3.本店配賦額は含まない。

（注）1.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　2.本店配賦額は含まない。

米
ＪＡしまね 米
加 工 用 米
ふるい下米穀
飼 料 用 米

麦・豆・雑穀
　 麦 　
そ ば
そ の 他 穀 類

農 産 計
果 実

ぶ ど う
　 柿 　
い ち じ く
果 実 そ の 他

野 菜
アスパラガス
き ゅ う り
ブロッコリー
青 ネ ギ
白 ね ぎ
メ ロ ン
甘 薯
リーフレタス
近 郊 野 菜
野 菜 そ の 他

産 直
ラ ピ タ 産 直
直 販 野 菜

花き・花木
林産物
その他
特 産 計
畜産物

肉    牛
子    牛
生    乳
鶏    卵
ス モ ー ル 牛

畜 産 計
合 計

花 卉
菌床生しいたけ
そ の 他 特 産

品　　目

（単位：千円、％）
取 扱 高

1,781,518
1,570,369
55,184
97,734
58,230
59,218
29,526
8,289
21,402

1,840,737
1,834,847
1,598,104
152,986
76,055
7,700

893,285
97,838
102,474
112,108
53,925
6,338
7,708
21,079
173,018
257,605
61,188
396,519
313,465
83,053
43,452
440,719
4,285

3,613,108
3,262,931
672,341
404,123
1,659,130
409,920
117,415
3,262,931
8,716,776

103.4
98.0
178.3
177.5
171.1
102.4
156.9
52.2
92.6
103.4
95.7
104.1
49.1
118.5
122.6
91.0
113.3
85.8
92.8
103.6
55.4
97.3
113.8
98.0
84.4
73.4
95.5
97.3
89.4
76.0
100.7
79.7
94.7
106.2
109.1
108.0
99.9
117.0
164.0
106.2
100.6

令和８年
３月末（B）

令和７年
３月末（A）

前年対比
（B）/（A）

前年対比
（B）/（A）

◆販売事業 ◆購買事業

◆保管事業

肥 料
農 薬
飼 料
施 設 資 材
小 計
店舗購買品
自 動 車
石 油 類
ＬＰ ガ ス
小 計

生
産
資
材

生
活
用
品

購買品供給高

417,016 
303,660 
524,220 
777,652 
2,022,549 
9,018,633 
226,615 
1,807,728 
762,049 

11,815,027 
13,837,576 

108.3 
105.1 
112.7 
104.9 
107.6 
95.5 
90.4 
92.9 
97.1 
95.1 
96.8 

令和８年
３月末（B）

前年対比
（B）－（A）

令和８年
３月末（B）

種 類

（単位：千円、％）

保   管   料
荷   役   料
保管雑収入
　 計 　
保管材料費
保 管 雑 費
　 計 　
差 引

種　　　　　類

収

　
　益

費

　
　用

金　　額
（単位：千円）

16,356
1,709
0

18,065
1,630
2,500
4,131
13,934

令和７年
３月末（A）

令和７年
３月末（A）

3,829
△ 1,181

0
2,648
1,006
82

1,088
1,560

385,051 
288,973 
465,078 
741,292 
1,880,396 
9,439,285 
250,551 
1,946,370 
785,202 

12,421,410 
14,301,806 

12,527
2,890
0

15,417
624
2,418
3,043
12,374

1,723,093
1,603,055
30,945
55,052
34,040
57,811
18,822
15,885
23,103

1,780,905
1,916,885
1,534,992
311,450
64,159
6,282

981,706
86,336
119,443
120,859
52,054
11,435
7,920
18,521
176,495
305,227
83,413
415,008
322,074
92,934
57,155
437,604
5,376

3,813,737
3,073,756
616,328
374,319
1,661,284
350,226
71,597

3,073,756
8,668,399

合　　　計
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◆加工事業・利用事業・葬祭事業・宅地等供給事業・その他事業

◆信用事業

加工事業（いちじく） 
利 用 事 業

葬 祭 事 業
宅地等供給事業
そ の 他 事 業

カ ン ト リ ー
育 苗センター
ラ ピ タ 会 場
コ イ ン 精 米
菌床椎茸施設
パッキング施設

人 工 授 精

出 雲 支 店
出雲市役所支店
出 雲 東 支 店
塩 冶 支 店
出 雲 北 支 店
川 跡 支 店
平田中央支店
西 田 支 店
平 田 東 支 店
高 松 支 店
長 浜 支 店
大 社 支 店
荒 木 支 店
遙 堪 支 店
神 戸 川 支 店
多 伎 支 店
湖 陵 支 店
出 雲 南 支 店
佐 田 支 店
合    計

29,776 
19,336 
11,139 
15,095 
20,250 
11,488 
30,686 
7,209 
8,656 
14,064 
9,898 
16,633 
7,778 
3,421 
20,977 
9,538 
10,399 
9,805 
10,865 
267,014 

14,383 
5,423 
4,995 
4,803 
8,432 
5,528 
5,425 
551 
1,188 
5,020 
1,678 
1,074 
2,399 
592 
5,897 
727 
1,375 
1,174 
876 

71,539 

29,446 
17,528 
11,271 
15,220 
20,242 
11,373 
30,805 
7,272 
8,451 
13,898 
10,075 
16,450 
7,641 
3,516 
21,262 
9,625 
10,459 
10,054 
10,642 
265,229 

14,837 
6,506 
5,008 
4,648 
8,645 
5,140 
5,378 
559 
1,207 
4,951 
1,662 
1,096 
2,429 
633 
5,699 
736 
1,401 
1,268 
894 

72,697  

部　　　門

3,140
210,298
104,910
11,492
14,967
21,544
39,752
17,631
374,752
6,204
△ 93
△ 93

5,790
240,170
124,371
10,932
14,301
20,606
52,701
17,256
398,658
12,466
△ 122
△ 125

 △ 2,650
△ 29,872
△ 19,461

560
666
938

△ 12,949
375

△ 23,906
△ 6,262

29
32

令和８年３月末（B）令和７年３月末（A） 前年対比
（B）－（A）

令和8年3月末残高 令和8年3月末残高令和7年3月末残高 令和7年3月末残高
貯　金支　店　名 貸出金

事 業 総 利 益
（単位：千円）

（単位：百万円）

（注）１．各事業区分の貸倒引当金繰入と貸倒引当金戻入は、区分毎に処理している。
　　2.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　3.本店配賦額は含まない。

（注）百万円未満は切り捨てているため、小計および合計は一致しない。

ＪＡしまね 出雲地区本部│第12事業年度 事業報告
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4,974
4,793
5,995
8,311
5,926
13,035
3,939
5,091
6,362
3,859
4,814
4,374
2,076
10,816
4,020
4,733
5,064
4,977
-

103,159

33,123
30,299
38,636
51,627
30,517
76,091
20,450
27,841
34,798
22,632
29,751
22,938
12,010
54,663
21,371
25,674
25,534
24,627
-

582,590

21,471
13,674
10,302
17,203
15,758
32,525
5,791
8,212
9,809
7,669
9,599
7,322
3,295
17,342
6,944
13,803
10,648
11,879
2,398

225,652

5,108 
4,849 
6,044 
8,432 
6,021 
13,197 
4,007 
5,173 
6,450 
3,976 
4,945 
4,450 
2,107 
11,011 
4,069 
4,816 
5,169 
5,102 
-

104,926 

34,282 
31,480 
37,725 
54,061 
31,136 
79,203 
21,650 
29,187 
36,301 
23,713 
31,130 
23,893 
12,510 
56,458 
22,418 
26,796 
26,745 
26,181 
-

604,878 

20,779
13,942 
9,764
16,125 
15,415
30,567 
5,564
7,871
9,547
7,072
9,294
7,043
3,234
16,720 
6,678
12,975
10,445 
12,056
2,309

217,413 

令和8年3月末 令和8年3月末 令和8年3月末令和7年3月末 令和7年3月末 令和7年3月末
長期共済契約件数（単位：件） 長期共済保有高（単位：百万円） 短期共済掛金（単位：万円）

出 雲 支 店
出 雲 東 支 店
塩 冶 支 店
出 雲 北 支 店
川 跡 支 店
平田中央支店
西 田 支 店
平 田 東 支 店
高 松 支 店
長 浜 支 店
大 社 支 店
荒 木 支 店
遙 堪 支 店
神 戸 川 支 店
多 伎 支 店
湖 陵 支 店
出 雲 南 支 店
佐 田 支 店
地 区 本 部
合    計

支　店　名

◆共済事業

（注）単位未満は切り捨てている。従って合計の金額は一致しない。

実施額概　　要実　施　内　容

〇JAしまね出雲女性部まつり＆家の光大会の支援及びやすら
　ぎ会活動支援
〇女性部員増員キャンペーンに対する奨励金

〇地元農畜産物・加工品の販売セール等実施
〇おさいふカードポイント付加による還元
〇米価格高騰対策として家計応援セールの実施

〇年金受給者の皆様へ粗品プレゼント
〇共済契約者の皆様へ証書入れの配布

〇ガス器具購入者への還元、展示会支援
〇自動車購入者への還元
〇燃料高騰対策

〇出雲産畜産物の消費拡大（ラピタと連携、農業祭り）
〇農業関係アプリ「デイワーク」の求職者向け普及拡大対策
〇肥料価格高騰対策（予約肥料価格支援）
〇グリーンセンターでの正組合員感謝セール

◆令和 7年度出雲地区本部業績還元について （単位：千円・税込）

合    計

各地区農業祭りへの助成1

２

3

4

5

ラピタ利用者への還元

6 信用共済事業利用者への還元

燃料高騰対策及び
自動車購入者への還元

女性部・やすらぎ会への支援

営農関連支援対策

〇第9回出雲地区本部農業まつり及び各まつりへの助成 1,168

700

8,706

3,935

2,066

1,458

18,033
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（単位：口）

（単位：組合員数）（1）組合員数

個 人

小 計
個 人
農 業 協 同 組 合
農 事 組 合 法 人
そ の 他 の 団 体
小 計

個 人

小 計
個 人
農 業 協 同 組 合
農 事 組 合 法 人
そ の 他 の 団 体
小 計

資  格  区  分 増　　減
△ 352
△ 72
1
3

△ 348
△ 879

0
0

△ 4
△ 883
△ 1,231

令和8年3月末
10,442
2,449
31
53

10,526
48,068

0
1
69

48,138
58,664

令和7年3月末
10,794
2,521
30
50

10,874
48,947

0
1
73

49,021
59,895

備考： 令和8年3月末正組合員戸数　 ８，８３４戸  
令和8年3月末准組合員戸数　３１，７７３戸  

う ち 女 性
農事組合法人
その他の法人

合                       計 

正
組
合
員

准
組
合
員

法
人

資  格  区  分 令和7年3月末 増　　減 令和8年3月末
4,547,580
624,554
3,493
4,033

4,555,106
1,688,612

0
5

4,587
1,693,204

0
6,248,310

う ち 女 性
農事組合法人
その他の法人

処 分 未 済 持 分
合                       計

正
組
合
員

准
組
合
員

法
人

（2）出資口数

備考：（１）出資１口金額（令和8年3月末） 1,000円
（２）当期末払込済出資総額（令和8年3月末） 6,018,610,000円
（３）１正組合員当たりの出資金額（令和8年3月末） 416,430円

△ 171,971
△ 29,655

23
188

△ 171,760
△ 57,853

0
0

△ 87
△ 57,940

0
△ 229,700

4,375,609
594,899
3,516
4,221

4,383,346
1,630,759

0
5

4,500
1,635,264

0
6,018,610

組合員の状況

組織の概要
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組合員数・戸数  一覧表
令
和
7
年
度 

事
業
報
告

令
和
7
年
度 

事
業
報
告

R8.3.31 現在

出 　 雲
大 　 津
上 　 津
塩 　 冶
四 　 絡
高 　 浜
川 　 跡
鳶 　 巣
平田中央
灘 　 分
国 　 富
佐 　 香
西 　 田
鰐 　 淵
北 　 浜
平 田 東
桧 　 山
伊 　 野
高 　 松
長 　 浜
大 　 社
日 御 碕
鵜 　 鷺
荒 　 木
遙 　 堪
神 戸 川
神 　 西
多 　 伎
湖 　 陵
朝 　 山
稗 　 原
乙 　 立
佐 　 田
そ の 他
合    計

43
166
278
350
297
391
362
206
556
396
314
48
215
129
139
334
200
200
586
569
117
85
36
428
318
652
441
399
537
353
407
139
821
14

10,526

2,605
2,884
387
4,015
3,090
1,102
2,808
490
3,183
1,051
854
690
464
225
507
842
462
419
3,246
1,506
2,240
273
95

1,791
604
2,822
972
1,395
2,021
570
530
228
1,438
2,329
48,138

32
142
234
285
227
325
312
172
487
345
276
47
199
120
120
308
169
188
468
479
103
77
32
328
250
557
375
346
457
291
326
108
635
14

8,834

2,239
2,128
167
3,114
2,378
623
2,060
270
2,044
541
417
421
193
108
284
406
208
163
2,132
858
1,525
151
68

1,195
343
1,851
486
802
1,262
268
186
105
595
2,182
31,773

△ 101
△ 78
△ 8
△ 84
△ 53
△ 20
△ 11
△ 6
△ 25
△ 24
△ 14
△ 21
△ 10
△ 6
△ 7
△ 13
△ 4
△ 5
△ 16
△ 12
△ 49
△ 10
△ 5
△ 45
△ 10
△ 43
△ 21
△ 53
△ 40
△ 4
△ 13
△ 13
△ 14
△ 45
△ 883

1
△ 9
△ 10
△ 6
△ 11
△ 9
△ 10
△ 6
△ 18
△ 11
△ 12
△ 3
△ 5
△ 7
△ 9
△ 6
△ 10
△ 7
△ 12
△ 17
△ 9
△ 6
△ 1
△ 16
△ 9
△ 14
△ 9
△ 20
△ 26
△ 12
△ 11
△ 7
△ 31
0

△ 348

2,648
3,050
665
4,365
3,387
1,493
3,170
696
3,739
1,447
1,168
738
679
354
646
1,176
662
619
3,832
2,075
2,357
358
131
2,219
922
3,474
1,413
1,794
2,558
923
937
367
2,259
2,343
58,664

2,271
2,270
401
3,399
2,605
948
2,372
442
2,531
886
693
468
392
228
404
714
377
351
2,600
1,337
1,628
228
100
1,523
593
2,408
861
1,148
1,719
559
512
213
1,230
2,196
40,607

支店・地区名ブロック名

中部
ブロック

東部
ブロック

西部
ブロック

河南
ブロック

南部
ブロック

正組合員数 准組合員数 正組合員
戸数

准組合員
戸数

組合員数
合計

正組合員数
前年対比

組合員戸数
合計

准組合員数
前年対比
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理事・地区本部運営委員の状況

職員の状況
一 般 職 員
営 農 指 導 員
生 活 指 導 員
店 舗 職 員
有 期 雇 用 職 員
パートタイム職員
そ の 他
合 計

区　　分 令和8年3月末

322
25
5
81
260
22
0

715

令和7年3月末

351
23
5
88
285
26
0

778
（注）1.営農指導員は営農渉外員、営農相談員等の指導担当者を含めております。
　　 また、生活指導員は支店の生活指導係を含めていません。  
　　２.その他は、子会社等からの出向者。     
　　３.出雲地区本部からの本店職員を含む。
　　４.本店、他地区本部から出雲地区本部勤務の職員を除く。

中 部
東 部
西 部
河 南
南 部
女 性 代 表
組織代表（青年部）
実務経験者
全 域

合 計

理事数

1
1
1
1
1
1

1
7

選出区分 地区本部運営委員数

8（1）
6（1）
6（1）
5（1）
4（1）
-
1
-

30（5）
（注） 地区本部運営委員数の（　）は女性枠の内数

地
域
枠

全
体
枠
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組織名 構成員数 組織名 構成員数
青年連盟 116 花卉部会（平田） 9
女性部 3,184 柚子部会 31 
稲作研究会 98 出雲しいたけ部会 55
田もち会 18 農産物直売会 594
出雲地区農業経営受託組合 28 茶部会 16
平田農業機械銀行 10 神門梨部会 4
出雲そば生産組合 40 プルーン部会 4
佐田町水稲採種組合 9 プラム部会 4
ぶどう部会  292 メロン部会 12
平田柿部会  68 いちご部会 7
朝山西条柿生産部会  2 ブロッコリー部会 56
いちじく部会  84 青ネギ部会 17
アスパラガス部会  31 草花採種部会 2
きゅうり部会  15 和牛改良組合 54
湖陵町かんしょ生産組合  22 肥育牛部会 7
露地野菜部会  24 酪農部会 16
神在ねぎ部会  17 養鶏部会 3
パプリカ部会  2 集落営農組織連絡協議会 55（組織）
大根部会 9 ＪＡいずも農業青色申告会 257

花卉部会（出雲）  15 

令和８年3月31日現在
組合員組織
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令和8年3月31日現在

地

　区

　本

　部

　長

統
括
部
長（
部
長
兼
務
）

地
区
副
本
部
長

農業経営支援グループ

出 　 雲 　 地 　 区 　 本 　 部 出 雲 地 区 本 部 事 業 所

営 農 企 画 課
販 売 開 発 課
総 合 指 導 課
米 穀 課

営 農 部

生 活 部

企画総務部

畜 産 課
生 産 資 材 課

グリーンセンター出雲
グリーンセンター出雲南
グリーンセンターひらた

営農事務センター

貯 金 課
融 資 課
出雲市役所支店

共 　 済 　 課

金 　 融 　 課
資 産 相 談 課

中部営農センター

塩 冶 支 店

出 雲 東 支 店

川 跡 支 店

出 雲 北 支 店

東部営農センター

ローン営業センター
不動産相談センター

グリーンセンター大社

西 田 支 店

平 田 東 支 店

平 田 中 央 支 店

西部営農センター

高 松 支 店

長 浜 支 店

大 社 支 店

河南営農センター

佐 田 支 店

南部営農センター

湖 陵 支 店

多 伎 支 店

出 雲
統括支店

出 雲
支 店

中 部
ブロック

東 部
ブロック

西 部
ブロック

南 部
ブロック

河 南
ブロック

白 枝 給 油 所
出雲北部給油所
南 給 油 所
平 田 給 油 所
佐 田 給 油 所
多 伎 給 油 所
湖 陵 給 油 所
浜 山 給 油 所

食 品日雑 課
生 花 販 売 課

生 鮮 課

生活サポート課
ラピタはまやま店
ラピタみなみ店
ラピタひらた店
ラピタ佐田店
ラピタ多伎店
ラピタ湖陵店
ラピタ大社店
メモリア出雲
メモリア弥山
メモリア河南
メモリア平田
メモリアやすらぎ

ガスセンター
石 油 課
自 動 車 課

自動車燃料部

店 舗 企 画 課
店 舗 管 理 課

ラ ピ タ 本 店

葬 祭センター

企 画 管 理 課
総 務 課
人 事 課
事 務センター
ふれあい福祉課

推
進
課

推
進
課

推
進
課

推
進
課

中
部
南
推
進
課

中
部
北
推
進
課

荒 木 支 店
遙 堪 支 店

◎

出 雲 南 支 店

神 戸 川 支 店

ＪＡしまね 出雲地区本部│第12事業年度 事業報告

31

組織名 構成員数 組織名 構成員数
青年連盟 116 花卉部会（平田） 9
女性部 3,184 柚子部会 31 
稲作研究会 98 出雲しいたけ部会 55
田もち会 18 農産物直売会 594
出雲地区農業経営受託組合 28 茶部会 16
平田農業機械銀行 10 神門梨部会 4
出雲そば生産組合 40 プルーン部会 4
佐田町水稲採種組合 9 プラム部会 4
ぶどう部会  292 メロン部会 12
平田柿部会  68 いちご部会 7
朝山西条柿生産部会  2 ブロッコリー部会 56
いちじく部会  84 青ネギ部会 17
アスパラガス部会  31 草花採種部会 2
きゅうり部会  15 和牛改良組合 54
湖陵町かんしょ生産組合  22 肥育牛部会 7
露地野菜部会  24 酪農部会 16
神在ねぎ部会  17 養鶏部会 3
パプリカ部会  2 集落営農組織連絡協議会 55（組織）
大根部会 9 ＪＡいずも農業青色申告会 257

花卉部会（出雲）  15 

令和８年3月31日現在
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第13事業年度 事業計画
ＪＡしまね

令和8年度 基本方針
総合収支計画

（令和8年4月1日～令和9年3月31日）

しまね 

33
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令和8年度 基本方針
農業情勢

　近年、国内外の情勢変化により、農業を取り巻く環境は大きく変動しています。国際的
には長引くウクライナ紛争に加え、令和８年２月にはアメリカ・イスラエルがイランへ攻撃
するなど、国際紛争の激化や、世界的な大規模気象災害の発生等により資源価格高騰や
円安を背景とする飼料・生産資材等の高騰が長期化・拡大しています。国内では人口減
少が進展し、とりわけ地方部においては若年層や生産年齢人口の著しい縮減が地方活性
化を阻む大きな要因となっており、農業従事者の高齢化や担い手不足がさらに深刻化し
ています。島根県においては令和８年１月に島根県東部を震源とした最大震度５強の地
震が発生し、大規模災害には至らなかったものの、建物被害・ライフライン障害等が生じ
ました。
　農政においては、令和６年夏に米不足が社会問題化したなか、需要予測や作況などの
統計、流通や価格形成のあり方、備蓄制度等、広範囲にわたり水田農業政策・米政策の
見直しが議論されています。また、令和６年５月に初めて食料・農業・農村基本法が改正
され、令和７年度からの５カ年を農業構造転換集中対策期間とし、食料安全保障の確保
と生産基盤強化施策を集中的に展開するとされています。
　また、引き続き社会的潮流として持続可能性に資する取り組みが重要視されているほ
か、非対面による消費活動やコミュニケーションなどを通じて、社会・個人へのデジタル技
術の浸透が一層進展しています。特に生成ＡＩの登場など、デジタル環境は飛躍的に進歩
しており、以前よりも低コストでデジタル技術を活用した事業変革（デジタルトランスフォー
メーション：DX）に取り組む余地・可能性が大幅に増大しています。業務効率化や生産性
向上に向けた取り組みとして重要性が高まるなか、農業面においても人工知能、ドローン
技術などのデジタル技術の導入が進みつつあります。

組織情勢

　国内外で大きく環境が変化するなか、持続可能な組織基盤・経営基盤を確立し、将来
にわたって「食と農を基軸として地域に根差した協同組合」としての役割発揮に取り組み
ます。
　ＪＡグループでは、第30回ＪＡ全国大会（令和６年10月）で決議した、めざす姿（2030
年）として掲げた「持続可能な農業の実現」「豊かでくらしやすい地域共生社会の実現」
「協同組合としての役割発揮」の達成に向けて、「デジタル活用」「事業間連携」や「持続
可能性に資する取り組み」が重要であるとの視点に立ったうえで、着実に実践に取り組み
ます。

34
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運営方針

　ＪＡしまねは、人口減少、高齢化、担い手不足などの厳しい経営環境が続くなかで、農
業・地域・ＪＡ組織などの基盤自体が危機的な状況にあり、地区本部間の格差も広がりつ
つあります。このまま推移するとそれぞれの持続可能性が懸念されるため、各基盤の確
立・強化に取り組む必要があります。
　統合メリットを最大限に発揮して、組合員と地域にとってなくてはならない存在であり
続けるため、第４次中期経営計画ではあらためて2030年に向かって挑戦する「めざす姿」
を提起するとともに、その実現に向けて運営体制の見直しを含む改革に取り組むこととし
ています。
　令和８年度は計画の２年目として、取り組み毎に定めた目標達成が着実となるよう、役
職員が一体となって取り組みを進めます。

（1）食と農を未来につなぐ持続可能な農業の実現
　　次世代の担い手確保や多様な農業者への支援、環境へ配慮した農業の推進によ
り農業生産基盤を支えるとともに、島根県や市町村の行政機関をはじめとする関係
機関・組織等と一体となって「農業所得の増大」、「安全・安心な国産農畜産物の安
定供給」を実現することで、食料安全保障に貢献します。

（2））豊かなくらし・地域社会の活性化
　　協同活動と総合事業を通じた組合員の願いの実現・課題解決により、組合員のくら
しへの貢献、地域社会の活性化・地域コミュニティの維持による地域社会の持続的
発展に取り組みます。

（3）協同組合としての役割発揮を支える組織基盤の強化
　　組合員の意思反映に向けた組合員との対話に取り組むとともに、組合員の願いを
把握し、協同活動と総合事業を通じて実現することで組合員との関係強化を図り、組
合員とともに営農やくらしの願いの実現に取り組みます。
　　また、「食と農を基軸として地域に根ざした協同組合」としてさらなる助け合いの力
を発揮するため、ＪＡの仲間づくりに取り組みます。

（4）健全・強固な経営基盤の強化
　　将来にわたり組合員・利用者のニーズに応え、価値提供していくため、不断の自己
改革として、財務・収支の改善を図ることで、持続可能な経営基盤の確立に取り組み
ます。また、高度なガバナンス・内部統制の構築に取り組むことで、組合員・利用者か
ら信頼される組織・業務運営を進めるとともに、組織・業務運営の原動力となる職員
が働きやすい、働きたいと感じる職場づくりに取り組みます。

ＪＡしまね│第13事業年度 事業計画
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ＪＡしまね│第13事業年度 事業計画

（5）農業・ＪＡへの理解・共感の醸成
　　食料・農業・農村基本法の改正を踏まえた「食料安全保障の確保」、「適正な価格
形成」に向けた地域の理解醸成及び行動変容に向けた情報発信に取り組みます。
　　また、食と農、地域を支える組織としてのＪＡに対する県民や幅広い関係者の理
解・共感の醸成に取り組みます。



事
業
計
画（
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
）

37

ＪＡしまね│第13事業年度 事業計画

科目 金額
（参考）
令和７年度
実績

１　事業総利益 22,518 23,108

（1）信用事業収益 12,887 12,350

（2）信用事業費用 4,918 4,208

信用事業総利益 7,968 8,142

（3）共済事業収益 6,100 6,341

（4）共済事業費用 671 650

共済事業総利益 5,429 5,690

（5）購買事業収益 29,506 27,891

（6）購買事業費用 24,707 22,920

購買事業総利益 4,798 4,971

（7）販売事業収益 46,870 6,696

（8）販売事業費用 45,492 5,448

販売事業総利益 1,377 1,248

（9）保管事業収益 228 195

（10）保管事業費用 79 65

保管事業総利益 149 129

（11）加工事業収益 5,277 5,460

（12）加工事業費用 4,760 4,860

加工事業総利益 516 599

（13）利用事業収益 2,418 2,370

（14）利用事業費用 1,467 1,383

利用事業総利益 950 986

（15）葬祭事業収益 3,668 2,763

（16）葬祭事業費用 2,394 1,538

葬祭事業総利益 1,274 1,224

科目 金額
（参考）
令和７年度
実績

（17）宅地等供給事業収益 34 20

（18）宅地等供給事業費用 10 4

宅地等供給事業総利益 24 15

（19）農業経営事業収益 457 527

（20）農業経営事業費用 412 490

農業経営事業総利益 45 37

（21）その他事業収益 410 462

（22）その他事業費用 215 249

その他事業総利益 195 212

（23）指導事業収入 530 512

（24）指導事業支出 742 663

指導事業収支差額 ▲ 212 ▲ 150

２　事業管理費 22,168 21,998

（1）人件費 13,737 13,718

（2）業務費 3,042 2,953

（3）諸税負担金 824 829

（4）施設費 4,445 4,385

（5）その他管理費 119 111

事業利益 349 1,110

３　事業外収益 1,011 1,154

４　事業外費用 520 514

経常利益 840 1,749

５　特別利益 10 822

６　特別損失 194 1,200

税引前当期利益 655 1,372

法人税等　 186 385

当期剰余金 469 986

（単位：百万円）

※金額は収益認識会計基準に基づく会計処理を考慮していま
せん。

※金額には委託販売における販売高・受入高を含めています。

　令和８年度は前年度に続き農林中央金庫の還元減少等による減収に加え、昨今の諸物価高騰の影響が予想
されるが、事業利益 349 百万円、当期剰余金 469 百万円、全地区本部が黒字の計画を策定しています。

総合収支計画
（令和8年4月1日から令和9年3月31日まで）
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ＪＡしまね 出雲地区本部

しまね 出雲地区本部

令和8年度 基本方針
　令和8年度の主な重点実施事項

令和8年度 事業計画
総合損益計画

令和8年度 営農センター活動方針・重点事項

（令和8年4月1日～令和9年3月31日）

第13事業年度 事業計画
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（１）基本方針
　担い手不足の深刻化や生産コストの高騰、さらには相次ぐ異常気象や需給変動に伴う
農産物価格の不安定化など、組合員の農業経営は大きな混乱の中にあります。こうした厳
しい環境変化を的確に捉え、多様な担い手への支援を通じて生産の最大化と所得増大に
邁進します。特に「国消国産」の考え方に基づき、地産地消の推進を軸として、次世代へつ
なぐ持続可能な農業を追求します。
　また、希薄化する地域社会において、積極的な「対話」を通じて絆を深め、協同組合とし
て豊かでくらしやすい地域社会を共に創り上げます。これらの使命を果たすため、不断の業
務効率化により強固な経営基盤を確立し、いかなる環境変化にも揺るがない組織を目指し
ます。

（２）事業方針
 ①営農・農業振興
　ア．多様な担い手の確保・育成と農業経営支援の強化
　イ．異常気象に応じた栽培指導の実践と基本管理技術の徹底による農業生産の維持・拡大
　ウ．繁殖素牛の更新および肥育素牛・乳用牛の導入支援
　エ．WCS稲や飼料用米等の地元産飼料作物の確保と品質向上
　オ．食料システム法をふまえた農畜産物の適正な価格形成の実現
　カ．予約注文数量の積み上げや物流ロットの集約による生産資材の安価・安定供給
　キ．永続的運営を目的とした広域連携化による農業関連施設整備の検討

 ②くらしの活動
　ア．組合員・地域住民との連携強化による地域活性化に向けた取り組み実践
　イ．ＪＡ・農業・食に対する次世代層の理解促進を目的とした食農教育の実践
　ウ．ＪＡの魅力や地域貢献活動を多様な媒体で発信し、幅広い世代の理解と共感を広げる取
　　り組みの実践

 ③ラピタ（購買事業）
　ア．地産地消を基本とした「安全・安心・新鮮」な商品提供を通じて、地域に寄り添った魅力
　　ある店舗づくりの推進
　イ．組合員サービスの向上を目指した店舗運営のあり方と子会社化の検討

④自動車燃料事業
　ア．専門的な人材の確保と育成による保安・運営体制の充実
　イ．利用者満足度向上を目指し、「安全・安心・快適」を追求するとともに、総合力を活かした
　　魅力あるサービスの提供

⑤葬祭事業
　ア．家族葬や小規模葬をはじめとする多様なニーズに寄り添い、地域から信頼される葬祭事
　　業の展開
　イ．葬祭事業のPR活動による利用促進

令和8年度 基本方針
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ＪＡしまね 出雲地区本部│第13事業年度 事業計画

（１）基本方針
　担い手不足の深刻化や生産コストの高騰、さらには相次ぐ異常気象や需給変動に伴う
農産物価格の不安定化など、組合員の農業経営は大きな混乱の中にあります。こうした厳
しい環境変化を的確に捉え、多様な担い手への支援を通じて生産の最大化と所得増大に
邁進します。特に「国消国産」の考え方に基づき、地産地消の推進を軸として、次世代へつ
なぐ持続可能な農業を追求します。
　また、希薄化する地域社会において、積極的な「対話」を通じて絆を深め、協同組合とし
て豊かでくらしやすい地域社会を共に創り上げます。これらの使命を果たすため、不断の業
務効率化により強固な経営基盤を確立し、いかなる環境変化にも揺るがない組織を目指し
ます。

（２）事業方針
 ①営農・農業振興
　ア．多様な担い手の確保・育成と農業経営支援の強化
　イ．異常気象に応じた栽培指導の実践と基本管理技術の徹底による農業生産の維持・拡大
　ウ．繁殖素牛の更新および肥育素牛・乳用牛の導入支援
　エ．WCS稲や飼料用米等の地元産飼料作物の確保と品質向上
　オ．食料システム法をふまえた農畜産物の適正な価格形成の実現
　カ．予約注文数量の積み上げや物流ロットの集約による生産資材の安価・安定供給
　キ．永続的運営を目的とした広域連携化による農業関連施設整備の検討

 ②くらしの活動
　ア．組合員・地域住民との連携強化による地域活性化に向けた取り組み実践
　イ．ＪＡ・農業・食に対する次世代層の理解促進を目的とした食農教育の実践
　ウ．ＪＡの魅力や地域貢献活動を多様な媒体で発信し、幅広い世代の理解と共感を広げる取
　　り組みの実践

 ③ラピタ（購買事業）
　ア．地産地消を基本とした「安全・安心・新鮮」な商品提供を通じて、地域に寄り添った魅力
　　ある店舗づくりの推進
　イ．組合員サービスの向上を目指した店舗運営のあり方と子会社化の検討

④自動車燃料事業
　ア．専門的な人材の確保と育成による保安・運営体制の充実
　イ．利用者満足度向上を目指し、「安全・安心・快適」を追求するとともに、総合力を活かした
　　魅力あるサービスの提供

⑤葬祭事業
　ア．家族葬や小規模葬をはじめとする多様なニーズに寄り添い、地域から信頼される葬祭事
　　業の展開
　イ．葬祭事業のPR活動による利用促進

（１）基本方針
　担い手不足の深刻化や生産コストの高騰、さらには相次ぐ異常気象や需給変動に伴う
農産物価格の不安定化など、組合員の農業経営は大きな混乱の中にあります。こうした厳
しい環境変化を的確に捉え、多様な担い手への支援を通じて生産の最大化と所得増大に
邁進します。特に「国消国産」の考え方に基づき、地産地消の推進を軸として、次世代へつ
なぐ持続可能な農業を追求します。
　また、希薄化する地域社会において、積極的な「対話」を通じて絆を深め、協同組合とし
て豊かでくらしやすい地域社会を共に創り上げます。これらの使命を果たすため、不断の業
務効率化により強固な経営基盤を確立し、いかなる環境変化にも揺るがない組織を目指し
ます。

（２）事業方針
 ①営農・農業振興
　ア．多様な担い手の確保・育成と農業経営支援の強化
　イ．異常気象に応じた栽培指導の実践と基本管理技術の徹底による農業生産の維持・拡大
　ウ．繁殖素牛の更新および肥育素牛・乳用牛の導入支援
　エ．WCS稲や飼料用米等の地元産飼料作物の確保と品質向上
　オ．食料システム法をふまえた農畜産物の適正な価格形成の実現
　カ．予約注文数量の積み上げや物流ロットの集約による生産資材の安価・安定供給
　キ．永続的運営を目的とした広域連携化による農業関連施設整備の検討

 ②くらしの活動
　ア．組合員・地域住民との連携強化による地域活性化に向けた取り組み実践
　イ．ＪＡ・農業・食に対する次世代層の理解促進を目的とした食農教育の実践
　ウ．ＪＡの魅力や地域貢献活動を多様な媒体で発信し、幅広い世代の理解と共感を広げる取
　　り組みの実践

 ③ラピタ（購買事業）
　ア．地産地消を基本とした「安全・安心・新鮮」な商品提供を通じて、地域に寄り添った魅力
　　ある店舗づくりの推進
　イ．組合員サービスの向上を目指した店舗運営のあり方と子会社化の検討

④自動車燃料事業
　ア．専門的な人材の確保と育成による保安・運営体制の充実
　イ．利用者満足度向上を目指し、「安全・安心・快適」を追求するとともに、総合力を活かした
　　魅力あるサービスの提供

⑤葬祭事業
　ア．家族葬や小規模葬をはじめとする多様なニーズに寄り添い、地域から信頼される葬祭事
　　業の展開
　イ．葬祭事業のPR活動による利用促進
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1. 新規就農者と地域の担い手の育成支援

2. 農畜産物振興

3. 営農指導の充実・強化

1. くらしの活動による組合員・地域住民の総合的な支援

区
分 実　　施　　事　　項 目  標  値（令和８年度）

数値指標

営

農
・
農

業

振

興

く

ら

し

の

活

動

令和8年度の主な重点実施事項

(2)関係機関と連携した、新たな担い手の確保・育成 新規認定農業者 7名

(1)関係機関と連携して、新規就農者の確保・育成 認定新規就農者 5名

組織化
協業化
法人化

1件(3)「地区担い手育成ビジョン」に基づいた営農組合設立・
協業化・法人化支援

作付面積 つや姫　   175ha
きぬむすめ 1,410ha

特産販売目標 38億9,700万円

ぶどう
菌床しいたけ
アスパラガス

16億1,000万円
4億4,200万円

1億円

直売事業
うちラピタ産直
うち直販野菜

4億2,600万円
3億4,000万円
8,600万円

畜産販売目標 31億6,700万円

新規認証取得 新規認証取得　10名

(1)つや姫・きぬむすめへの品種誘導

(2)園芸産地の拡大と農家所得の最大化

(3)各種補助事業活用による新規生産者及び既存生産者
の規模拡大

(4)ラピタ農産物直売会の新規会員獲得と売場活性化及
び市内関係直売所（直販野菜）との連携強化による直
売事業の拡大

(1)女性部員の高齢化による後継者対策として若手役員
登用により新たな体制づくりの支援とフレッシュミズ活
動の充実によりアクティブメンバーシップの強化

開催数 フレッシュミズ
活動5回以上

(2)「いずもJA女子大学」並びに「シニア女子大学みずき」
の講座開講の支援を行い、自分磨きのお手伝いを通じ
た受講生・地域住民への貢献

両女子大学の支援・運営 -

開催店舗数 全支店の実施

(5)畜産経営新規就農支援及び後継者を中心とした規模
拡大支援

(2)若手営農担当者を中心に水稲展示圃での生育調査に
併せ、スキルアップと現場対応力の強化

(3)「農業まつり」「来店感謝デー」等、組合員・地域住民と
の交流の場づくりの実施・支援

発行（掲載）数 SNS等による月２件以上
掲載、支店だよりの発行(4)広報誌、SNS、支店だより等を活用した情報発信の強化

(6)美味しまね認証取得品目の拡大

(1)営農指導員の資質向上 ニューフェイス研修
スペシャリスト研修
生育調査
坪刈り調査

ニューフェイス研修：４回
スペシャリスト研修：５回

生育調査：５回
坪刈り調査：４回

訪問先
訪問回数

150経営体
3,600回

(3)「出向く営農指導」体制強化
　 組合員ニーズの把握と提案活動による組合員満足度
の向上

令
和
8
年
度 

事
業
計
画

令
和
8
年
度 

事
業
計
画
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2.「助け合い」を基軸とした地域貢献活動の展開

3. 食と農を基軸とした活動と地産地消への取り組み

4. 健康長寿を目指した健康管理活動の実施

1. 農業メインバンク機能の強化

区
分 実　　施　　事　　項 目  標  値（令和８年度）

数値指標

く

ら

し

の

活

動

信

　
用

　
事

　
業

各地区にて継続実施 -
(1)助け合い組織「出雲やすらぎ会」を中心に地域でのミ
ニデイサービス、声がけ訪問、ボランティア活動の実施
と支援

社協等との連携強化を
図り支援実施 -(2)フードロス削減や地域の将来を担う子どもたちの健全

な育成のため「こども食堂」「フードバンク」等への支援

実施数 年間を通じて
食農体験学習の実施(1)こども達や次世代に対して食農教育活動を実施

(2)農業者等を対象とした担い手ドック、農業者・女性部健
診の実施 実施日数 担い手ドック9回

農業者女性部健診4回

実施数 年間を通じて教室を実施(2)食・農・くらしに役立つ教室を開催し、地域住民の健康
で安心なくらしを支援

(1)地域組合員を対象とした組合員健康診断、巡回人間
ドックの実施 実施日数 5会場

農業融資新規実行 4億9,200万円

(1)地域農業を支えるメインバンクとして、資金ニーズの
把握及び質の高い金融サービスの提供による「農業者
の所得増大」「農業生産の拡大」への貢献と農業融資
の伸長

-継続実施

(2)相続及び資産相談への迅速かつ的確な対応による利
用者満足度の向上

　 農地利活用に関する対応・相談・助言の継続的展開を
可能とする体制の確立及び人材育成

2. 生活メインバンク機能の強化

3. 利用者保護と地域貢献

568億1,100万円(1)組合員・利用者への情報提供等により住宅ローン等の
新規利用者の拡大 個人貸出金平残

継続実施 -(1)組合員・利用者に寄り添った対応及び迅速かつ正確な
事務運営

継続実施 -(2)多様化する特殊詐欺防止に向けた職員の金融機能不
正利用防止意識の更なる向上

継続実施 -(3)出雲市指定金融機関としてのサービス向上、各種協賛
を通じた地域貢献

(3)魅力的な金融サービス・商品の提供や年金・給与振込
のJAでの受取増加による個人の預かり資産の増強 個人貯金平残 2,140億3,400万円

(4)次世代層との関係構築・強化のため、非対面取引を含
めた様々なチャネルを活用した複合取引の拡大 継続実施 -

(2)総合事業の強みを発揮し、営農部門との連携強化 継続実施 -

(5)「家の光」、「地上」、「ちゃぐりん」と日本農業新聞をJA
役職員と組合員・地域住民をつなぐ教育資材と位置づ
けた、計画的な普及運動の展開

普及率

家の光三誌
普及率：26.9%
日本農業新聞
普及率：9.6％

令
和
8
年
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事
業
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画
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区
分 実　　施　　事　　項 目  標  値（令和８年度）

数値指標

共

済

事

業

購

買

事

業

（

生

活

部

）

1.「ひと・いえくるま・農業」の総合保障による万全な保障の提供

2. 選ばれ続けるＪＡ・ＪＡ共済を目指した取組み

３. 非対面手続きによる契約者の利便性向上と事故時における満足度向上

1. 財務基盤の強化と機能的な店舗運営

3. 職員教育強化によるサービスの向上や業務の効率化・改善

2.ＪＡ店舗の強みを生かした売場づくり

(1)組合員・利用者一人ひとりに寄り添ったフォロー活動
（３Q活動）を通じてきめ細やかな保障点検や「ひと・い
え・くるま・農業」のバランスが取れた総合的保障を提
供し、安心と満足の実現

3Ｑ活動実施 30,000名以上

(2)農業リスク診断活動を通じてＪＡ共済の優位性を含め
た情報提供を実施し、未保障農業用自動車の解消と保
障充足率の向上、担い手経営体の不安解消

農業用車両
自動車共済新規 73件以上

(2)子育て支援・次世代対策の一環として実施する「ＪＡし
まねこども倶楽部」を通じた、接点強化と関係性強化に
よる新たな仲間づくり

こども倶楽部
新規会員数 200名以上

（1）内部研修や農協流通研究所、AJS（オール日本スー
パーマーケット協会）などの外部講習会を活用した職
員教育の充実

計画的な教育研修の実施 -

継続的な改善施策の
検討・実施 -

(1)組合員・利用者への万全なくるま保障の提供と、未保
障自動車の解消

自動車共済
新規件数前年比 106％以上

(1)各組織団体（生活購買運営委員、女性部等）との積極
的な意見交換による売場の改善

生活購買運営委員会の
開催 4回

(2)地産地消を基本とし、生産部会や協栄会（ラピタ納入
業者組織）等と連携した地元産品の推進

（2）機構改革や各種システム導入等による、業務の効率
化や改善、労働生産性の向上

地元産品を拡販する
イベント等の開催 -

(1)WEBやアプリを活用した、「いつでも・どこでも・望む
方法」による非対面手続きの拡充に取組み、組合員・利
用者の利便性向上と、有事の際に組合員・利用者へス
ムーズな連絡・共済金請求を目的としたサービスの提供

WEBマイページ
登録件数 1,723件以上

(2)JA自動車共済契約者対応担当者（愛称：安心サポー
ター）を中心として、契約者へ寄り添う姿勢のもと、「身
近で安心なＪＡ共済」の特徴を活かした自動車損害調
査の実践

満足度
（事故連絡時・現場急行時） 97.0％以上

（1）店舗規模や地域特性に応じた店舗展開
店舗購買品
供給高 90億1,600万円（2）ラピタ各店舗の収支改善

（3）施設の計画的な改修・更新や新規テナント誘致

信
用
事
業

4. 業務基盤強化
(1)店舗事務全般について事務堅確性向上 自主検査の徹底 -

(2)業務体制整備による効率的な事業運営の構築 継続実施 -

令
和
8
年
度 

事
業
計
画

令
和
8
年
度 

事
業
計
画
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区
分 実　　施　　事　　項 目  標  値（令和８年度）

数値指標

購
買
事
業（
生
活
部
）

購
買
事
業
（
自
動
車
燃
料
）

地

区

本

部

運

営

4. 葬祭事業のサービス向上・充実

1.「安全・安心・快適」な自動車燃料事業の展開と基盤の確立

1. 経営基盤強化

2. 組織基盤強化

(1)リース契約によるガス機器販売でのガス供給先の長期
確保 集中監視システムの

無線化 800件

燃料油供給数量 13,486kl

車販売台数
（新車・中古車） 191台

(2)低コスト広範囲の通信機器の導入による業務効率化と
保安の確保

（5）各種キャンペーンの実施による組合員・利用者満足度
向上に向けた取り組み強化

(3)給油所の運営体制の強化と収支改善

(4)石油施設の保守修繕と安全管理の強化

（6）多様な利用者ニーズに応じた、車両販売メニューの提
案・JA内各事業との連携の強化と新たな車両購入メ
ニューの提案・構築

①業務改革断行
②事務集約化による
　管理費削減
③人員の適正配置

-
(1)地区本部業務のスリム化及び効率化を踏まえた収支
改善

　 ◆『業務・事業改革断行』

①コンプラ研修とコンプラ
　マニュアルの読み合わせ
　実施
②実効性ある
　自主検査の実施
③連続職場離脱の実施

-
(1)不祥事再発防止に向けたコンプライアンス遵守態勢
の強化

　 ◆『不祥事未然防止対策の実践』

①大社地区１支店化の
　実施
②遊休資産解消に向けた
　検討・実施
③ブロック再編検討

（2）経営基盤強化のための組織再編・機構改革
 　～支店再編と会館機能の見直し～ -

（1）利用者の多岐に渡るニーズに応じた葬儀を提案する
とともに法要ギフトの提案等、「アフター葬儀」の取り組
みによる満足度向上

葬儀施行件数
シェア

930件以上
58 ％以上（2）多様化する葬儀ニーズに対応した、適切なメモリア会

館の改修、整備、維持 

（3）地元ケーブルテレビCMを活用した、PRを積極的に行
うなど、JA葬祭事業の施行シェアを維持向上

令
和
8
年
度 

事
業
計
画

令
和
8
年
度 

事
業
計
画
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令和8年度 事業計画

令
和
8
年
度 

事
業
計
画

令
和
8
年
度 

事
業
計
画

◆販売事業計画

品　目
実績・計画 令 和７年 度 実 績

取扱高（A） 数　　量 取扱高（B） 数　　量 (B)/(A)
令 和８年 度 計 画 前年対比

1,781,518
1,570,369
55,184
97,734
58,230
59,218
29,526
8,289
21,402

1,840,737
1,834,847
1,598,104
152,986
76,055
7,700

893,285
97,838
102,474
112,108
53,925
6,338
7,708
21,079
173,018
257,605
61,188
396,519
313,465
83,053
43,452
440,719
4,285

3,613,108
3,262,931
672,341
404,123
1,659,130
409,920
117,415
3,262,931
8,716,776

123,283袋
2,702袋
218ｔ
1,385ｔ

160ｔ
9ｔ

921ｔ
246ｔ
99ｔ

84ｔ
272ｔ
247ｔ
61ｔ
13ｔ
13ｔ

302ｔ

390ｔ

1,070頭
646頭
11,158ｔ
1,019ｔ
659頭

2,991,653
2,837,373
14,400
105,300
34,580
33,080
18,800
5,800
8,480

3,024,733
2,014,900
1,610,000
312,000
80,000
12,900
949,500
100,000
102,000
110,000
62,000
6,500
7,000
20,000
180,000
300,000
62,000
426,750
340,000
86,750
60,000
442,000
4,500

3,897,650
3,167,272
599,620
403,240
1,705,872
361,800
96,740

3,167,272
10,089,655

192,166袋
2,400袋
293ｔ
798ｔ

252ｔ
11ｔ

1,006ｔ
545ｔ
109ｔ

74ｔ
290ｔ
269ｔ
55ｔ
38ｔ
15ｔ

245ｔ

417ｔ

1,001頭
622頭
11,372ｔ
1,005ｔ
691頭

167.9
180.7
26.1
107.7
59.4
55.9
63.7
70.0
39.6
164.3
109.8
100.7
203.9
105.2
167.5
106.3
102.2
99.5
98.1
115.0
102.6
90.8
94.9
104.0
116.5
101.3
107.6
108.5
104.5
138.1
100.3
105.0
107.9
97.1
89.2
99.8
102.8
88.3
82.4
97.1
115.7

（単位：千円、％）

（注）1.取扱高は受託販売品と買取販売品の合計。
　　2.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　3.本店配賦額は含まない。

   

米
ＪＡしまね 米
加 工 用 米
ふるい下米穀
飼 料 用 米

麦・豆・雑穀
　 麦 　
そ ば
そ の 他 穀 類

農 産 計
果 実

ぶ ど う
　 柿 　
い ち じ く
果 実 そ の 他

野 菜
アスパラガス
き ゅ う り
ブロッコリー
青 ネ ギ
白 ね ぎ
メ ロ ン
甘 薯
リーフレタス
近 郊 野 菜
野 菜 そ の 他

産 直
ラ ピ タ 産 直
直 販 野 菜

花き・花木
林産物
その他
特 産 計
畜産物

肉    牛
子    牛
生    乳
鶏    卵
ス モ ー ル 牛

畜 産 計
合 計

花 　 卉
菌床生しいたけ
そ の 他 特 産
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令
和
8
年
度 

事
業
計
画

令
和
8
年
度 

事
業
計
画

◆購買事業供給計画 （単位：千円、％）

肥    料
農    薬
飼    料
施 設 資 材
小    計
店舗購買品
自 動 車
石 油 類
L P ガ ス
小    計

合 計

種　　　　類 令和7年度実績
供給高(A)

前年対比
(B)/(A)

417,016
303,660
524,220
777,652
2,022,549
9,018,633
226,615
1,807,728
762,049

11,815,027
13,837,576

令和8年度計画
供給高(B)
385,000
285,000
465,000
750,000
1,885,000
9,016,693
251,230
1,694,337
755,873

11,718,134
13,603,134

92.3
93.9
88.7
96.4
93.2
99.9
110.9
93.7
99.2
99.2
98.3

（注）1.畜産素畜は含まない。
　　2.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計は一致しない。
　　3.本店配賦額は含まない。

生
産
資
材

生
活
用
品

◆信用事業計画

当 座 性
定 期 性
合 計
手 形 貸 付 金
証 書 貸 付 金
当座・総合貸越
合 計

種　　　　類 令和7年度実績
残高(A) 期末残高（B）

令 和 8 年 度 計 画
平均残高

前年対比
（B）/（A）

154,541,978
112,471,657
267,013,635

251,105
68,998,619
2,289,725
71,539,449

154,811,757
106,692,751
261,504,508

247,442
67,992,112
2,256,324
70,495,878

156,359,368
107,759,329
264,118,697

246,464
67,723,273
2,247,403
70,217,139

100.2
94.9
97.9
98.5
98.5
98.5
98.5

（単位：千円、％）

（注）単位未満は切り捨てている。従って計及び合計は一致しない。

貯

　金

貸
出
金

生    命 
建    更 
合    計
（医　療）
（が　ん）
（介　護）
（認知症）
年 　 金

項　目
年　度 前年対比

（B）/（A）
令和8年度末保障高

金額（B）
22,002,669
33,101,812
55,104,481
213,442
480,977
1,268,711
109,617
551,998

件数
75,305
23,599
98,904
22,142
9,021
4,518
650

13,351

令和8年度満期・解約等
金額
3,219,708
2,865,922
6,085,630
3,418
140

70,192
2,205
46,499

件数
9,367
2,108
11,475
2,148
2,280
254
14
947

令和8年度新契約
金額
1,178,772
1,752,245
2,931,017
12,300
10,603
138,794
10,922
12,187

件数
5,920
1,300
7,220
965
1,335
341
72
337

令和7年度末保障高
金額（A）
24,043,605
34,215,489
58,259,094
204,560
470,514
1,200,109
100,900
586,310

件数
78,752
24,407
103,159
23,325
9,966
4,431
592

13,961

91.5
96.7
94.6
104.3
102.2
105.7
108.6
94.1

（単位：万円、％）

（注） 1.生命の金額・件数には、医療、がん、介護、認知症の保障共済金額および件数を含む。
 2.医療の金額は治療共済金額を表示している。
 3.がんの金額は保障共済金額を表示している。
 4.介護・認知症の金額は共済金額を表示している。
 5.年金共済の金額は年金年額を表示している。

長

　
　
　
　期

◆長期共済保有計画

自動車
自賠責
傷 害
火 災
合    計

項　目
令和７年度実績（A）

掛金

169,064

12,292
3,734

185,090

件数

38,154
23,376
48,566
2,742

112,838

令和８年度計画（Ｂ）
掛金

173,368

11,886
3,711

188,965

件数

39,673
22,494
46,963
2,726

111,856

前 年 対 比 (B/A)
掛金

102.5

96.7
99.4
102.1

件数

104.0
96.2
96.7
99.4
99.1

（単位：万円、％）

（注） 1.件数：傷害は被共済者数。
 2.傷害は普通傷害共済のみ。
 3.自賠責は台数を表示している。

短

　
　期

◆短期共済新契約計画
年　度
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総合損益計画 令和8年４月１日から令和9年３月３１日まで

令
和
8
年
度 

事
業
計
画

令
和
8
年
度 

事
業
計
画

1 .事 業 総 利 益
   信用事業収益
   信用事業費用
信用事業総利益
   共済事業収益
   共済事業費用
共済事業総利益
   購買事業収益
   購買事業費用
購買事業総利益
   販売事業収益
   販売事業費用
販売事業総利益
   保管事業収益
   保管事業費用
保管事業総利益
   加工事業収益
   加工事業費用
加工事業総利益
   利用事業収益
   利用事業費用
利用事業総利益
   葬祭事業収益
   葬祭事業費用
葬祭事業総利益
   宅地等供給事業収益
   宅地等供給事業費用
宅地等供給事業総利益
   その他事業収益
   その他事業費用
その他事業総利益
   指導事業収入
   指導事業支出
指導事業収支差額

2 .事 業 管 理 費
　（１）人件費
　（２）業務費
　（３）諸税負担金
　（４）施設費
　（５）その他管理費
　（６）本店事業管理費配賦額
事     業     利    益

3 .事 業 外 収 益
4 .事 業 外 費 用
経  常  利  益

5 .特 別 利 益
6 .特 別 損 失
税 引 前 当 期 利 益
法 人 税 等
当  期  剰  余  金

（単位：千円）
科　　　　　目 令和7年度実績(A) 令和8年度計画(B) 前年対比（Ｂ）－（Ａ）

△ 72,717
223,710
234,071
△ 10,361
△ 71,022
3,104

△ 74,127
△ 242,267
△ 207,836
△ 34,431
857,984
839,434
18,549
10,691
3,312
7,378

△ 8,370
△ 6,381
△ 1,989
28,913
13,699
15,214
56,173
40,936
15,236
3,414
118
3,295
126
△ 33
159

△ 3,800
7,842

△ 11,643
137,696
44,385
34,431
8,229

△ 4,779
2,242
53,187

△ 210,414
△ 29,059
△ 5,503

△ 233,971
△ 251,674
△ 338,742
△ 146,903
△ 42,274
△ 104,628

（注）1.単位未満は切り捨てている。従って小計及び合計の金額は一致しない。
　　2.本店配賦額を含む。

7,192,420
3,626,978
1,342,831
2,284,147
1,481,778
216,689
1,265,088
14,312,499
11,631,994
2,680,504
2,055,318
1,739,571
315,747
28,757
7,457
21,299
89,420
79,702
9,718

572,433
346,920
225,512
891,531
501,140
390,391
10,330
830
9,500
5,100
5,420
△ 320
133,188
142,358
△ 9,170
6,865,511
3,835,595
551,446
207,131
1,414,050
35,438
821,849
326,908
279,014
95,590
510,332

0
24,660
485,672
96,333
389,338

7,265,138
3,403,268
1,108,759
2,294,509
1,552,801
213,584
1,339,216
14,554,766
11,839,830
2,714,936
1,197,334
900,136
297,197
18,065
4,144
13,921
97,791
86,084
11,707
543,519
333,221
210,298
835,358
460,203
375,154
6,915
711
6,204
4,973
5,454
△ 480
136,988
134,516
2,472

6,727,814
3,791,210
517,014
198,902
1,418,829
33,196
768,661
537,323
308,074
101,093
744,303
251,674
363,402
632,575
138,608
493,967

事
業
計
画（
出
雲
地
区
本
部
）
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 共通事項　
（１）新規就農者、認定農業者、集落営農組織、法人組織等の多様な担い手育成を支援し、地域農業の
振興と地域の活性化に取り組みます。
　○新規就農者育成目標
　　・中部 1名　　・東部 2名　　・西部 5名　　・河南 2名　　・南部 1名

（２）各種栽培指導や研修等の実施に取り組みます。また、各営農センター管内の特産物のＰＲ活動を
行います。

 中部営農センター　
（１）生産コスト削減に向け、生産資材の車取りや大型規格の提案に取り組むほか、土壌分析による適
正施肥の提案を行う等、農業所得の維持拡大に取り組みます。

（２）地域別、品目別の栽培技術の確立や課題解決に向け、農業指導センターとの連携による実証試
験等、栽培技術の確立と生産性の向上に取り組みます。
　〇水稲肥料・除草剤を使用した展示圃及び実証試験の設置
　〇高温対策として品質向上、安定生産に向けて、土づくり肥料の提案
　〇特産物栽培拡大に向けた推進活動

（３）地区担い手協議会と連携し効率的な農地活用を進め、担い手や法人・集落営農組織の運営支援
に取り組みます。
　〇地区担い手協議会の開催　
　〇オペレーター育成支援

（４）良質米生産に向けた各種研修会を適期に開催し、情報提供などを迅速に行うとともに、安全・安
心な米づくりを進めます。また、出向く営農指導活動に取り組み、積極的に現場や組合員宅へ出向
きます。
　〇栽培講習会等の適時開催
　〇迅速かつタイムリーな「出向く営農相談・指導」の実施

（５）農業体験・食農教育活動を通じて地域交流を図り、魅力ある農業の情報発信に努めます。
　〇中部ブロック園芸教室の開催（年間4回開催）
　〇ラピタ直売会会員の拡大（目標会員数110名）
　〇地域での野菜作り教室開催（2ヵ所）
　〇食育活動　　・バケツ稲栽培の実施

令和8年度　営農センター活動方針・重点事項
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 東部営農センター　
（１）ブロッコリーの産地拡大を図るため、各関係機関と連携して生産振興に取り組みます。
　〇面積拡大　2ha　
　〇機能性農産物スーパーブロッコリー「出雲フォルテ」の面積拡大　0.5ha
　〇育苗時の高温対策と根張りの促進資材試験

（２）令和5年版「ひらたの柿産地活性化プラン」の「担い手育成」を重点的に検討し産地の維持・拡大
を目指します。
　〇販売高目標　3億373万円　　〇加工製品製造目標　78.4万個

（３）宍道湖西岸国営事業に係る営農計画の実践に向け、宍道湖西岸サポートセンター、営農組織、担
い手および関係機関と連携し取り組みます。
　〇ブロッコリー栽培の推進（西岸地区）　15.5ha
　〇大豆栽培の実践　13.6ha
　〇玉ねぎ栽培の安定化及び販路の確立　5.0ha（玉ねぎ調整施設の活用）
　○小豆栽培の実践　5ha

（４）農産物の生産性を向上させるため、関係機関と連携し、実証圃の設置と普及に努めます。
　・ブロッコリー　・青ネギ　・玉ねぎ　・小豆

（５）地域農業の活性化のため、後継者や新規農業者の育成に取り組みます。
　〇水田園芸作物の推進活動　〇野菜作り講習会の開催　〇ラピタ直売会の加入促進

（１）良質米生産、コスト削減に向けた取り組みを実践します。
　〇各種講習会の開催　(育苗講習会・青空座談会２回・刈取講習会)
　〇稲作研究会・受託組合等、組織研修会の開催
　〇タイムリーな生育情報の提供　　
　〇土壌分析による適正施肥の提案

（２）『出雲ぶどう産地再生プラン』を実践し、産地の再興を進めます。
　〇新規栽培者の推進
　〇デラウェア　　　　　出荷量目標620ｔ　　　販売高目標　 9億5,000万円　
　〇シャインマスカット　  出荷量目標240ｔ　　　販売高目標　 5億5,000万円
　〇神　紅　　　 　　　 出荷量目標 6ｔ　  　 販売高目標 　　　2,500万円

（３）ＪＡしまね推進作物の面積拡大をはかり、販売高の向上を目指します。
　○菌床生しいたけ・・・・周年栽培の拡大による販売高向上（１億2,000万円）
　○アスパラガス・・・・収量アップによる販売高向上（7,000万円）と新規就農者の推進

（４）「年金＋α農業のすすめ」としての園芸教室や、食や農業への関心を深めるための食農活動を通
じ、魅力ある農業の情報発信に努めます。
　〇園芸教室　グリーンセンター大社を活用した野菜果樹教室 　年間 3回開催
　〇食育活動　米づくり体験（小学校）　 　　　 　　3 校
　　　　　　　野菜づくり体験（幼稚園・小学校）　　3 校
　　　　　　　ぶどう体験（小学校）　　　　　　  10 校

西部営農センター
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 南部営農センター
（１）営農組合や担い手農家との連携を推進強化し、耕作放棄地の解消及び各営農組合、担い手農家
の経営改善を図ります。また、南部の特色のある米の生産・販売を拡大します。
　〇南部地区の担い手農家、営農組合との研修会や意見交換会を開催
　〇水稲優良種子の生産
　〇酒米の品質向上と栽培面積の確保

（２）優良雌牛の導入や更新による優良子牛の生産に取り組むとともに、ＷＣＳの安定的な生産・供給
体制の確立と飼料価格高騰対策として粗飼料自給率向上に向けた耕畜連携の取り組みを推進し、
耕種農家による転作田の有効利用を図ります。
　〇子牛　　出荷頭数目標　　154頭
　　　　　　販売高目標　　　1億1,592万円
　〇生乳　　出荷量　　　　　1,703ｔ
　　　　　　販売高目標　　　2億5,545万円
　〇ＷＣＳ　 栽培面積　　 　 8.7ha
　　　　　　供給目標　　　　488本

（３）主力品目である菌床生しいたけについては、各種研修会の開催、巡回指導強化とハウス整備を支
援することで、収穫量増加と品質向上に取り組みます。
　〇菌床数目標　10万菌床　　〇生産者増加目標　1名

（４）中山間地域品目の品質向上と販路拡大に努めます。
　〇エゴマ　　　　栽培面積　  80a
　〇ブロッコリー　 栽培面積　  47ａ
　〇かぼちゃ　　　栽培面積 1.02ha
　〇新たな品目　　試験栽培　2品目

（５）柚子の安定生産に向け、講習会や指導巡回を強化し収穫量の増加を図ります。また、搾汁後の柚
子の皮の利活用に向けて、試験開発に取り組みます。
　〇出荷重量　12,000㎏　　〇果汁生産量　2,340L

 河南営農センター　
（１）地域特産振興作物への、新規生産者の確保や面積拡大を図るとともに、関係機関と連携し生産
技術向上に努め、安定生産による安定出荷を目指します。
　〇きゅうり　 販売高目標 10,200万円　 〇多伎いちじく　販売高目標 8,000万円
　〇西浜いも　販売高目標  2,000万円　 〇神 門 梨　 　 販売高目標　 200万円

（２）「年金＋α農業のすすめ」として、「河南ブロック農業入門講座」を開講し、地域農業への関心を高
めるとともに、ラピタ直売会への新規加入など新たな販売農家の育成に努めます。
　〇農業講座開講回数 3 回　　〇受講者数 延べ 60名　　〇販売農家数の拡大 5 名

（３）集落営農組織や大型農家と連携し、農地保全と地域農業の安定化を図るとともに、後継者や新
規就農者の育成支援に取り組み、地域農業の活性化を目指します。

（４）農産加工事業について、多伎いちじく部会と連携し良品質原料の確保に努め、需要に応じた商品
の充実による取引先との信頼関係の構築を図り、収支改善を目指します。
　〇加工製品販売高目標　3,966万円
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営農部
自動車燃料部

生活部
出雲統括支店（金融・共済）

企画総務部

ＪＡしまね 出雲地区本部

しまね 出雲地区本部

各部からのお知らせ
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【詳しくは、米穀課0853-21-6044、又は最寄の各営農センターへお問い合わせ下さい】

西部倉庫 ・ 常松倉庫 ・ 平田中央倉庫

メリット
（１）労力軽減
　　紙袋に米を詰めて口を結ぶ作業、運搬・積み上げ作業の効率化が図られ、出荷作業による身
体への負担が軽減されます。

（２）出荷コスト軽減
　　出荷本数のフレコン代金を助成します。
デメリット
　　米をフレコンに詰める作業と計量をするための機械の導入、移動・運送をするためのフォーク
リフトなどの設備が必要となります。

農業倉庫でのフレコン出荷を行っています
１．フレコン出荷のメリット・デメリット

２．フレコン出荷ができる農業倉庫

（１）フレコンに玄米を風袋込みで1,090kgに重量調整して出荷してください。
（２）フレコン内の品質は均一にしていただくため、乾燥機ごとにフレコンへ詰めてください。
（３）端量は、紙袋で出荷してください。
（４）庭先集荷ならびに本人持ち込みによる出荷をお願いします。

３．フレコン出荷の方法

（１）庭先集荷　（諸経費を含む）　　　　4,002円（税込）／フレコン1本
（２）本人持込み（諸経費）　　　　　　　　917円（税込）／フレコン1本
※令和６年産は１本あたり2,200円（税込）を助成しました（但し加工用米を除く）。

４．フレコン出荷に係る経費

せ
ら
知
お
の
ら
か
部
各

【詳しくは、米穀課 TEL 0853-21-6044、最寄の各営農センターへお問い合わせ下さい】

（１）西部倉庫　常松倉庫　平田中央倉庫
（２）庭先集荷ならびに本人持ち込みによる出荷をお願いします。

（１）フレコンに玄米を風袋込みで1,090kgに重量調整して出荷してください。
（２）フレコン内の品質は均一にしていただくため、乾燥機ごとにフレコンへ詰めてください。
（３）端量は、紙袋で出荷してください。

農業倉庫でのフレコン出荷を行っています
１．フレコンによる出荷方法

２．フレコンが出荷できる農業倉庫

（１）庭先集荷　（諸経費を含む）　　　　4,002円（税込）／フレコン1本
（２）本人持込み（諸経費）　　　　　　　　917円（税込）／フレコン1本

３．フレコン出荷に係わる経費

（１）労力軽減
　　紙袋に米を詰めて口を結ぶ作業、運搬・積み上げ作業の効率化が図られ、出荷作業による身体
　　への負担が軽減されます。
（２）出荷コスト軽減
　　出荷本数のフレコン代金を助成します。　
　　※令和3年産は１本あたり2,530円（税込）を助成しました（但し加工用米を除く）。

４．フレコン出荷のメリット

　米をフレコンに詰める作業と計量をするための機械の導入、移動・運送をするためのフォーク
リフトなど、設備が必要となります。

５．フレコン出荷のデメリット

袋詰め作業が
楽になった
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各部からのお知らせ│営農部各部からのお知らせ│営農部

56



各
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

ブロッコリー栽培始めませんか？

今、出雲のかあちゃんブロッコリーがアツいんです！！

お問い合わせ先 各営農センター又は、   総合指導課　℡ 0853-21-6038

約30年前に平田地区で栽培が開始された、
歴史ある出雲の特産品です。

定期的に栽培講習会を
開催し、皆さんの相談
に応じます。

かあちゃんブロッコリーとは....？

生産者の長年の努力により「かあちゃんブロッコリー」としてブランドを確立
地元をはじめ関西の生協、高級スーパー、百貨店など多くの市場に出荷

販路が確立されている！

栽培指導が充実

JAに共選場があるため、
集荷所に持っていくだけで
ＯＫ

収穫後の調製作業不要

抗酸化作用、解毒作用があるといわれる「スルフォラファン」を従来の
ブロッコリーの2.5～3倍(収穫時)含んでおり、『出雲フォルテ』（商標
登録取得)の名称で販売しています。

スーパーブロッコリー「出雲フォルテ」に取組んでいます！

食卓に安心安全を届けるべく平成30年度に美味しまね認証を取得し、
産地全体で品質向上に取り組んでいます。

美味しまね認証取得で産地のレベルアップ！！

ブロッコリー部会では、畝立て作業の委託、移
植機、管理機のレンタルを行っています。現在
収穫以外全ての作業が機械で行えます。

畝立作業の委託、移植機の
                レンタル事業体制が確立  

JA、県共に重点推進品目なので、補助事業
などの支援体制も充実しています。

補助事業、転作奨励金などで
　　　　新規就農者を応援！！

なぜ今、ブロッコリーがアツいのか？

初心者でも安心のサポート体制！

各部からのお知らせ│営農部
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アスパラガス栽培について

お問い合わせ先　各営農センター又は総合指導課 0853-21-6038

～栽培スケジュール～

おすすめ
ポイント
一度定植すると10年以上収穫が可能！
軽量で高単価取引が期待できる！
ＪＡの調製施設があるから選別が楽！

1月

1年目 ▲

■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■

定植

収穫
2年目
以降

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

アスパラガス
あなたも産地を盛り上げよう！！

僕たちと一緒にアスパラを作ろう！

若手生産者多数
勢いのある
部会です！！

各部からのお知らせ│営農部

58



各
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

アスパラガス栽培について

お問い合わせ先　各営農センター又は総合指導課 0853-21-6038

～栽培スケジュール～

おすすめ
ポイント
一度定植すると10年以上収穫が可能！
軽量で高単価取引が期待できる！
ＪＡの調製施設があるから選別が楽！

1月

1年目 ▲

■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■■

定植

収穫
2年目
以降

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

アスパラガス
あなたも産地を盛り上げよう！！

僕たちと一緒にアスパラを作ろう！

若手生産者多数
勢いのある
部会です！！

神在ねぎ栽培について

お問い合わせ先　各営農センター又は総合指導課 0853-21-6038

○：播種期　　△：定植期　　□：収穫期

普通の白ねぎとは違う！！
葉っぱも丸ごと
食べられる柔らかさ！
熱を通すとトロっとした食感！！

品種 3月 4月 5月 6月 ～ 9月 10月 11月 12月 1月 2月

神在ねぎ

おすすめ
ポイント
葉まで食べられる白ねぎのため高単価！
冬場の収入確保に最適！
播種定植は貸出器具あり！
講習会の開催で栽培指導体制が充実！

□□□□□□□□□□□□△ △△○○○

こだわり白ねぎ
　　神在ねぎを栽培しよう！！

各部からのお知らせ│営農部
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ＪＡしまねラピタ農産物直売会

新規会員募集中

直売会の詳細

ＪＡしまねラピタ農産物直売会では、会員の皆様が
作った『安全・安心・新鮮』な地元農産物をラピタ全８
店舗の農産物直売コーナーで販売しています。ご自身
で作った自慢の農産物や、オリジナルの加工品、切花
をぜひ販売しませんか？

　令和8年3月現在、５８3名の会員数で、個人の方から集落営農組織
の方まで、年齢層も幅広く加入いただいています。野菜や、漬物、梅干、
ジャムなどの加工品（保健所の許可や届出
が必要）、切花や枝物（花の木等）も販売出
来ます。
　より良い商品作りのために開催する栽
培講習会など指導体制も充実しています。
切花部会・加工部会・青年部があり、各種
講習会も受講出来ます。

JAしまね出雲地区本部に出資(1,000円/1口以上)が
あり、原則として出雲地区本部管内に居住し、年会費
3,000円をお支払頂きますと入会出来ます。
詳しい内容については、下記の問い合わせ先までご連
絡下さい。

お手続きについては、各地区の営農センター
までお問い合わせ下さい！
会員登録には７日～１０日程かかりますので、
作付けされている方はお早めにご連絡下さい。

お問い合わせ先
各営農センター又は、
営農部 総合指導課

℡ 21-6038 

入
会
の
条
件

モロヘイヤ・あすっこ栽培について

モロヘイヤ・あすっこを栽培しよう！

〇軽量品目のため女性の方でも取り組みやすいです。

〇水を好むため水田転作で栽培可能です。

〇栽培技術が確立されていて露地で栽培できます。

〇暑さに強く、夏場に長く収穫できます。

〇長期出荷可能のため冬場の収入源になります。

〇全作業時間の７～８割が収穫・調整作業です。

〇冬季の栽培のため少ない防除回数で済みます。

〇他品目と比べ労働時間が少ないです。

お問い合わせ先　各営農センター又は総合指導課 0853-21-6038

モロヘイヤ

あすっこ

軽量でつくりやすい野菜栽培を始めませんか？
栄養分が豊富で健康野菜として注目されています。

作　業
5月 6月 7月 8月 9月

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
早生（前期）
早生（後期）
中　生

作型表

△○

△○
△○

△○

○：定植　　△：摘芯　　□：収穫

○：定植　　△：摘芯　　□：収穫

各部からのお知らせ│営農部
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モロヘイヤ・あすっこ栽培について

モロヘイヤ・あすっこを栽培しよう！

〇軽量品目のため女性の方でも取り組みやすいです。

〇水を好むため水田転作で栽培可能です。

〇栽培技術が確立されていて露地で栽培できます。

〇暑さに強く、夏場に長く収穫できます。

〇長期出荷可能のため冬場の収入源になります。

〇全作業時間の７～８割が収穫・調整作業です。

〇冬季の栽培のため少ない防除回数で済みます。

〇他品目と比べ労働時間が少ないです。

お問い合わせ先　各営農センター又は総合指導課 0853-21-6038

モロヘイヤ

あすっこ

軽量でつくりやすい野菜栽培を始めませんか？
栄養分が豊富で健康野菜として注目されています。

作　業
5月 6月 7月 8月 9月

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
早生（前期）
早生（後期）
中　生

作型表

△○

△○
△○

△○

○：定植　　△：摘芯　　□：収穫

○：定植　　△：摘芯　　□：収穫

各部からのお知らせ│営農部
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各部からのお知らせ│営農部

コネクトとは、
と組合員 の デジタルコミュニケーションツールです。

組合員や生産部会等のグループメンバーのスマホへ情報を発信したり、
イベントへの出欠報告やアンケートなどのとりまとめ機能も備えています。

スマホへ発信
 営農情報
 総会案内
 お知らせ など

情報発信

とりまとめ
 出欠確認
 意向調査 など

便利！簡単！

いつでも、どこでも確認できる！

いつでもどこからでも最新情報を確認
いただけます。圃場にいても、リアル
タイムでお知らせを取得することができ、
安心です。

会議への出欠など様々な報告もスマホで手軽に
完了！来店や郵送の手間がかかりません。

組合員

スマホで回答

情報の管理が簡単に！

過去のメッセージや送信書類は コネクト内に保存
されています。必要時に検索することで
簡単に情報を振り返ることができます。

必要な資料を選んで印刷・ 転送も
可能です。紙代・トナー代の節約につな
がります。

FAXへの同時送信も可
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農業者と農作業をしてみたい人を

繋げるアプリ

求職者紹介 農業者紹介

マッチング

直接やり取り可能

ダウンロード方法
AppStore またはGooglePlay にアクセスし、
daywork で検索してアプリを
ダウンロードしてください。

iPhone/iPad Android

JAしまね 出雲地区本部 ×

利用方法

仕事（求人）登録 仕事さがし
エントリー

農業者
（雇用主の方）
賃金の支払い

求職者
（働きたい方）
農作業

各
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

各部からのお知らせ│営農部
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JAしまね 出雲地区本部 ×

出雲で農作業アルバイトを
してみませんか？
初心者OK!短時間でもOK! 1日のみでもOK!
老若男女問わずどなたでもOK!

募集する農家の方

学生や若い方 サラリーマンの方

主婦（夫）の方

高齢者の方

空いた時間に
家計の足しに

毎日は無理でも
週2～3回なら

休日の副業に
運動の代わりにアルバイトに

農業体験に

1日だけでもOK

・農業者、求職者共に完全無料で使用可能！
・空いた時間に利用可能！
・自然とのふれあいによるリフレッシュ効果
・多様な人材（副業をしたい社会人、主婦（夫）、学生、シニア層など）が実際に活躍中！
・アプリ内のメッセージでやりと可能なので、急な予定の変更があっても安心◎

例えば、ぶどうのお仕事には摘粒・摘果・袋掛け・収穫・出荷調製作業など時期によって様々な
仕事があります。老若男女問わず、農業未経験者から経験者の方まで幅広くできるお仕事
があるのが農作業の特徴です。自分の働き方に合ったお仕事を探してみましょう。

JAしまね出雲地区本部は、本アプリを紹介しております。
農家と求職者のトラブル・お問い合わせに関して、JAは責任を負いかねますので予めご了承ください。

アプリのご不明点はアプリ内のメッセージ「デイワーク運営」からお問い合わせください。お問い
合わせ

紹介例

メリット

お仕事の例（募集例は様々です。時期や農家さんによって募集は異なります。）

スマホで
いつでもどこでも
自分の都合で
仕事を選べます
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各部からのお知らせ│営農部
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【【燃燃料料をを安安くく給給油油ででききるるおお得得なな情情報報】】
【【そそのの１１】】自自動動車車優優遇遇会会員員制制度度

ＪＪＡＡ自自動動車車課課でで購購入入ししたた車車やや、、車車検検ををししたた車車はは自自動動車車優優遇遇会会員員ととししててガガソソリリ
ンン・・軽軽油油のの給給油油単単価価がが 22 円円／／ＬＬ安安くくななりりまますす。。

ＪＪＡＡ--ＳＳＳＳのの現現金金会会員員ままたたはは口口座座引引きき（（給給与与引引きき含含むむ））給給油油カカーードドでで給給油油のの方方
でで、、車車購購入入ままたたはは車車検検実実施施時時にに自自動動車車課課がが発発行行ししたた証証明明書書類類をを持持っっててＳＳＳＳににてて
手手続続ききいいたただだくくとと次次回回車車検検時時ままででのの間間、、安安くく給給油油ででききまますす。。
（（注注意意：：ククレレジジッットトカカーードドででののおお支支払払いいのの方方はは対対象象ととななりりまませせんん））
【【そそのの２２】】優優遇遇単単価価割割引引制制度度

出出雲雲地地区区本本部部管管内内ののＪＪＡＡ--ＳＳＳＳににてて１１ヶヶ月月にに給給油油ししたたガガソソリリンン・・軽軽油油（（配配達達除除
くく））のの積積算算数数量量にに応応じじてて値値引引ききががあありりまますす。。
・・月月間間  ＬＬ以以上上でで翌翌月月（（注注意意：：翌翌月月 1100 日日～～翌翌々々月月 99 日日））１１円円／／ＬＬ値値引引きき。。
・・月月間間 ＬＬ以以上上でで翌翌月月（（ 同同 上上 ）） 円円／／ＬＬ値値引引きき。。
・・月月間間 ＬＬ以以上上でで翌翌月月（（ 同同 上上 ）） 円円／／ＬＬ値値引引きき。。

ここちちららももＪＪＡＡ--ＳＳＳＳのの現現金金会会員員ままたたはは口口座座引引きき給給油油カカーードドでで給給油油のの方方にに限限りりまま
すす。。（（ククレレジジッットト不不可可））

そそんんななにに給給油油ししなないいよよとと言言わわれれるる方方ごご注注目目！！！！
★★現現金金会会員員カカーードドをを家家族族でで別別々々ににおお持持ちちのの方方へへ
⇨⇨ 家家族族ででカカーードド番番号号をを 11 つつににままととめめるるここととでで家家族族のの合合計計給給油油数数量量でで値値引引

ききがが可可能能でですす。。カカーードドはは別別々々ににおお持持ちちいいたただだけけまますす。。詳詳ししくくははＳＳＳＳ店店頭頭にに
てて確確認認くくだだささいい。。

★★口口座座引引ききカカーードドををおお持持ちちのの方方へへ
⇨⇨ 口口座座引引ききカカーードドををごご家家族族のの人人数数分分発発行行すするるここととがが可可能能でですす。。一一つつのの口口

座座かかららのの代代金金決決済済ととななりりまますすがが、、ここれれでで家家族族のの合合計計数数量量でで値値引引ききがが可可能能とと
ななりりまますす。。

【【そそのの３３】】ララピピタタココララボボののババーーココーードド値値引引きき
毎毎月月、、月月末末のの金金・・土土・・日日曜曜日日（（月月にによよっってて変変更更あありり））ににララピピタタ各各店店ににおおいいてて

22,,000000 円円以以上上／／11 回回買買いい物物すするるとと、、ＳＳＳＳでで１１回回限限りり利利用用ででききるる３３円円／／ＬＬののババーーココ
ーードド値値引引きき券券ががももららええまますす。。
【【そそのの４４】】土土日日・・祝祝日日値値引引きき

毎毎週週土土･･日日曜曜おおよよびび祝祝祭祭日日ははガガソソリリンン・・軽軽油油・・灯灯油油 ２２円円／／ＬＬ値値引引ききでですす。。
【【そそのの５５】】「「おおささいいふふカカーードド」」ポポイインントト

毎毎月月５５日日とと 2255 日日はは「「おおささいいふふカカーードド」」ポポイインントト 倍倍デデーーでですす。。
ここれれららのの値値引引ききのの仕仕組組みみをを上上手手にに利利用用すするるとと最最大大 円円／／ＬＬもものの値値引引ききととなな

りりまますす。。
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◆各種、お買い得中古車を取扱いしています。
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JAしまね出雲地区本部 各支店へ

メモリア
「メモリアの会」会員募集中

この定期積金契約をされますと「メモリアの会」会員となります
※但し、１会員１契約とさせていただきます

●払込方法・・・貯金口座から自動振替させていただきます。
●満 期 日・・・満期受け取り金は、定期預金（1年ものスーパー定期）へ自動振替させていただきます
※中途解約の場合には通常の金利を適用いたします

退会

メモリアの会会員さまの
同居ご家族も特典をご利用いただけます

葬祭定期積金

●掛　　金・・・毎月3,000円以上1,000円単位
●積立期間・・・5年

メモリアの会会員特典

お申し込み・お問い合わせは掛金の遅延による停止、または中途解約と同時
に会員退会となり、会員特典は受けられません。
※改めて定期積金契約と入会申込書を記入の上、
入会とします

組合員の皆様へ

JAしまね出雲葬祭センター　葬祭定期積金会員

1 10％割引いたします

継続（永久）会員になります

10,000円割引いたします

特典

2特典

3特典

4特典

葬儀料金のうち、祭壇料（利用料）を
組合員価格からさらに

すべての葬儀において、マイクロバス又は
ジャンボタクシーを利用されると料金から

定期積金の満期（5年）が
到来した方は

本定期積金は葬祭費用に充てることができます

各部からのお知らせ│生活部

各
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

76



各
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

77



年2.4% 年1.95%
※ ※

JA
マイカー
ローン

金
利
引
下
げ
対
象

１
JAしまねで給与または
年金の受取指定を
いただいている方

2
子育て応援サービス対象の方
対象は、ご融資実行時に18歳
未満もしくは満18歳となった
最初の3月31日を迎えるまでの
お子様がいらっしゃる方です。

3 JAネットバンクを
ご利用の方

4 JAカードを
ご利用の方 5 カードローンを

ご利用の方 6
JA の正組合員の方、
正組合員の
ご家族の方

「ジョイカード」 年１.95%当座貸越型 変動金利型

詳しくはホームページで
ご確認ください▶
https://ja-netloan.jp/

こちらも

ご利用頂
けます

詳しくは JAしまねHPをご覧ください

JAしまねマイカーローン

固定金利型

変動金利型は、基準金利の変動によって返済額も変更になりますので、あらかじめご了承ください。金利は令和８年４月１日現在のものです。

※別途保証料がかかります。詳しくは裏面をご確認ください。

下記のいずれかに該当する方は、組み合わせで最大 年0.3%金利引下げ！

変動金利型
どなた

でも
どなた

でも

年／年／
0.20.2％％

年／年／
0.10.1％％

年／年／
0.10.1％％

年／年／
0.10.1％％

年／年／
0.10.1％％

年／年／
0.10.1％％

他でお借入中の残価設定型の自動車ローンも借換可能です

好きな車に

乗ろう

令和８年４月１日現在

年1.65％年2.1％※ ※

©よりぞう
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令和８年４月１日現在

JAマイカーローン商品概要
ジョイ ジョイクラブ ジョイカード

貸 付 方 式 証書貸付型
（借入金額・期間が確定しており、計画的にご利用いただけます）

当座貸越型
（ご契約金額の範囲内で繰り返しご利用いただけます）

ご 利 用
いただける方

当JAの組合員の方
●�お借入時の年齢が満18歳以上75歳未満であ
り、完済時の年齢が満80歳未満の方。また、
お借入時の年齢が71歳以上の方は当JAに農
産物代金の入金・年金振込指定・給与振込の
いずれかがある方に限ります。
●�前年度税込年収（自営業の方は前年度税引前
所得）が150万円以上ある方。ただし、新卒
内定者で、入社月の６ヵ月前以降に借入申込み
いただく場合を除く。
●原則として、居住実態が確認できる方
●�当JAが指定する保証機関の保証を受けられる方
●その他、当JAが定める条件を満たしている方

●�お借入時の年齢が満18歳以上であり、完済
時の年齢が満76歳未満の方。ただし、当JA
と農産物代金の入金・年金振込指定・給与振
込のうちいずれかのお取引のある方は、お借
入時の年齢は満80歳未満となります。
●�前年度税込年収（自営業の方は前年度税引
前所得）が100万円以上ある方

●当JAが指定する保証機関の保証を受けられる方
●その他、当JAが定める条件を満たしている方

●�ご契約時の年齢が満20歳以上満66歳未満の方
●自営業者（農業者は除く）は対象外とする
●�前年度税込年収（農業者の方は前年度税引
前所得）が150万円以上ある方
●原則として、居住実態が確認できる方
●�当JAが指定する保証機関の保証を受けられ
る方
●その他、当JAが定める条件を満たしている方

借 入 期 間
（契約期間）

6か月以上15年以内（新卒内定者に限り、初任
給の支給月まで据置期間を設けることができま
すが、最長６か月以内とします。）
●�お借換の場合は、現在ご利用中の自動車資金
の残存期間内または、15年から当初借り入れ
た自動車資金の経過期間を差し引いた範囲内。

6か月以上15年以内（お借換を含む）
契約日から１年後の応答日の属する月の15日まで
ただし、JAが契約更新に支障がないと判断
した場合は、さらに１年間延長するものとし、
以後も同様とします

借 入 金 額
（契約金額） 5万円以上1,000万円以内 5万円以上500万円以内 10万円以上300万円以内

担 保 不要です

保 証 人 原則不要です（島根県農業信用基金協会が保証いたします）

保 証 料
金額・期間に応じた保証料（年率0.40％
～0.65％、分割後払い方式）をお支払
いいただきます。

金額・期間に応じた保証料（年率0.80％
～1.40％、分割後払い方式）をお支払
いいただきます。

毎月、ご利用残高、期間に応じて、保
証料（年率0.40％～0.65％）を残高に
元加されます。

手 数 料 不要です

そ の 他 ●お申込みに際しては審査がございます。審査の結果によっては、ご希望に添いかねる場合がございますので、予めご了承ください。
●返済額の試算については、JAの窓口で承っております。

その他の商品、商品詳細につきましては、お近くの JA窓口へお問い合わせください。
上記の他に三菱UFJニコス（株）、（株）トワライズ保証の商品もございます。詳細については JAの窓口にお問い合わせください。

JAマイカーローンご相談シート

●お借入のシミュレーション
お客様のご希望
お借入の金額（1,000万円以内）� 万円

（うち、ボーナスによる特定月返済分（50％以内））� 万円

お借入の期間（６か月以上15年以内）� か月
（お借換の場合は、現在ご利用中の自動車資金の残存期間内。）

お借入の利率（変動金利の場合は当初金利）	 %
シミュレーション結果
毎月のご返済金額� 円

特定月の増額分� 円

ご返済の総額� 円

保証料� 円

印紙代� 円

◇シミュレーションの内容は、お客様のご希望を基に計算した参考値です。また、ご融資を約束させていただくものではありません。

お客様のご希望にあわせて、ご返済プランをシミュレーションいたします。あわせて、お申し込み時に必要な書類についてもご説明します。

ご相談いただきありがとうございます。
お申込み時にお客様に

ご用意いただく書類等については、
下記をご確認ください。

①お使いみちの確認書類（見積書等）
②年収の確認書類（源泉徴収票等）
③運転免許証
④お勤め先等が確認できる書類等※
※お勤め先等が確認できる書類の例
A群:「源泉徴収票」、「住民税決定通知書」等
B群：�「マイナポータル（マイナ保険証）画面」、

「資格情報のお知らせ」、「健康保険の資
格確認書」等

A群、B群からそれぞれ１通以上をご提出ください。

その他、上記以外の書類を提出いただく場合
があります。
〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

詳しくはお近くのJAまでお問い合わせください

各
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

各部からのお知らせ│出雲統括支店（金融・共済）
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下記の 金金利利引引下下げげ条条件件 を必ずお読みください。

快適な住まいづくりに、よりそう。

ＪＪＡＡリリフフォォーームムロローーンン

固定金利
年年

2.30

％％

店頭標標準準金金利利

（（令令和和８８年年55月月11日日 現現在在））

0.30
年 ％引下げ

金利引下げ条件

「「JJAAととののおお取取引引ははここれれかからら」」とといいううおお客客ささままももおお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせ・・ごご相相談談くくだだささいい。。（（ごご利利用用にに関関ししててはは、、組組合合員員加加入入ののたためめのの出出資資がが必必要要ととななるる場場合合ががごござざいいまますす。。））

お問い合わせはJA窓口または当JAホームページへ

JAしまね

以下の➊～❽のいずれかを満たす方
➊ JA住宅ローンをご契約されている方… 年0.20％

❷ 給与振込を指定されている方または新たに指定される方
… 年0.10％

❸ 子育て応援サービス対象の方 年0.10％
※対象は、ご融資時に18歳未満もしくは満18歳となった最初の3月31日を
迎えるまでのお子さまがいらっしゃる方

❹ JAカードローンをご利用の方… 年0.10％

❺ JAカードをご利用の方… 年0.10％

❻ JAネットバンクをご利用の方 年0.10％

❼ 石州瓦および県産材使用住宅、長期優良住宅
低炭素住宅、省エネ住宅、ZEH住宅 …年0.05％

❽ JAの正組合員、正組合員のご家族の方… 年0.10％

2.60
年年 ％％よよりり

※お申込時、またはご融資時いずれかの金利条件をお選びいただけます。
（ただし、お申込時の金利条件は、申込受付から１年以内の実行に限りお選びいただけます。）
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詳しくはJAネットローンホームページへ

https://ja-netloan.jp/guides/reform

JAリフォームローン（固定金利タイプ）商品概要
（（令令和和８８年年５５月月１１日日 現現在在））

JAリフォームローン
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令和８年５月１日現在

運転資運転資金金

農 地農 地

コンバイコンバインン

ビニールビニール
ハウスハウス

トラクトラクターター家畜購入家畜購入
・・

育成育成

農業用農業用
トラックトラック

果樹植栽果樹植栽
・・

育成育成

詳しくはお近くのJA窓口にお問い合わせください

農業経営に必要な運転資金・設備資金が事業費の範囲内でお借り入れできます！ご融資期間は対象事業
に応じて最長25年間（据置期間は最大で3年。）

100万円以上のお借入れから、
当初3年間最大1.0％のJAバンク利子補給が受けられます。

©よりぞう

幅広い資金使途 すばやい資金対応
農業生産や加工・流通・販売に関わる様々な
資金、再生可能エネルギー利用に関わる資金
など、ご要望に合わせて幅広くご利用いただ
けます。

農業経営に必要なあらゆる
資金にすばやく対応 !
※負債整理資金は対象としません。

太陽光太陽光
システムシステム

農業用農業用
倉庫倉庫

JAしまねは、農業所得増大・生産拡大に向けたJAしまねは、農業所得増大・生産拡大に向けた
取り組みを積極的に応援します！取り組みを積極的に応援します！

アグリマイティー資金アグリマイティー資金
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お 問 い 合 わ せ 先 は こ ち ら
くにびき地区本部統括支店 ローンセンター ☎ 0852-55-3099 斐川地区本部統括支店 ローンセンター ☎ 0853-73-9610
やすぎ地区本部統括支店 ローンセンター ☎ 0854-27-7277 石見銀山地区本部統括支店 ローンセンター ☎ 0854-84-9052
雲南地区本部統括支店 ローンセンター ☎ 0854-42-9110 島根おおち地区本部統括支店 ローンセンター ☎ 0855-83-1803
隠岐地区本部統括支店 金 融 課 ☎ 08512-2-1132 いわみ中央地区本部統括支店 ローンセンター ☎ 0855-22-8816
隠岐どうぜん地区本部統括支店 金 融 課 ☎ 08514-7-8005 西いわみ地区本部統括支店 ローンセンター ☎ 0856-22-1590
出雲地区本部統括支店 資 産 相 談 課 ☎ 0853-21-6028 本 店 融 資 部 農 業 金 融 課 ☎ 0852-67-7762

アグリマイティー資金《商品概要》

ご利用いただける方
【個人・法人等】（以下の条件をすべて満たす方とします。）
◎当JAの組合員の方
◎信用状況に不安のない方

資金使途 ◎農業経営に必要な運転資金もしくは設備資金（土地取得含む）

借入金額 ◎事業費の範囲内とします。
◎事業費には、登記費用等、付随して発生する一切の費用を含む。

借入期間 ◎運転資金は据置期間（最大3年）を含め10年以内とします。
◎設備資金は据置期間（最大3年）を含め25年以内とします。

借入利率 ◎当JA所定の利率といたします。

返済方法
◎元金均等返済、元利均等返済、または元利定額のいずれかとし、①毎月返済方式、②隔月返
済方式、③年２回返済方式、④年１回返済方式、または⑤特定月増額返済方式のいずれかとし
ます。

担　　保 ◎原則不要です。（融資対象物件を担保として提供いただく場合もあります）

保　　証
◎島根県農業信用基金協会の保証がご利用できます。
◎ご融資時に金額・期間に応じた保証料（保証料率0.10 ～ 0.35％）をお支払いいただきます。
◎代表者保証人が免除できる場合があります。ただし、通常の保証料率に0.1％上乗せされます。

そ の 他
◎お申込みに際しては、当 JAにおいて所定の審査をさせていただきます。審査の結果によっ
ては、ご要望に沿いかねる場合もございますので、予めご了承ください。
◎最新のお借入利率やご返済額の試算については、各支店までお問い合わせください。

1. 資金のお使い道が確認できる書類（見積書等）
2. 運転免許証
3. 所得が確認できる書類
4. お勤め先等が確認できる書類
5. その他
　 審査に必要となる書類

1. 資金のお使い道が確認できる書類（見積書等）
2. 借入決議確認書類
3. 登記事項証明書（団体様は構成員名簿）
4. 定款（団体様は規約）
5. �付属明細を備えた決算書3期分（団体様で決算
書未作成の場合はご相談下さい）設立後1年未
満の法人・団体様は、代表者様の所得確認書類

　�※�はじめてJAをご利用される法人・団体様はその他必要書類
をお願いする場合がございます。

個人の方 法人・団体の方

Ⓒよりぞう

必要書類

必要書類の詳細につきましては、
最寄りの各支店へ

お問い合わせください。

令和８年５月１日現在
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募集総額に達した時点で期間途中でも
受付を終了とさせていただきます。

©よりぞう

夏の金利優遇

JAしまね

期  間令和８年

7/1㈬▶8/31㈪

100万円以上ご契約いただいた方を対象に、
抽選で100名様に10,000円相当のしまね和牛肉
（焼肉用１パック+バラエティ切落し１パック）をプレゼント！
※複数ご契約いただいた場合は、合算した契約金額が100万円以上となれば抽選対象となります。

年0.80％
組合員以外の方

預入期間3年

年1.10％
（税引後 年0.876％）

預入期間5年

年1.25％
（税引後 年0.996％）

預入期間1年

（税引後 年0.637％）

当JAで、以下A～Cの
いずれかのお取引がある方
A年金受取または年金受取予約
B給与振込（農畜産物販売代金含む）
C投資信託口座を保有

預入期間3年

年1.20％
（税引後 年0.956％）

預入期間3年

年1.15％
（税引後 年0.916％）

預入期間5年

年1.35％
（税引後 年1.075％）

預入期間5年

年1.30％
（税引後 年1.035％）

左記A～Cに該当しない方

組合員および新規組合員加入の方

預入期間1年

（税引後 年0.717％）
年0.90％

預入期間1年

（税引後 年0.677％）
年0.85％

募集総額120億円

※写真はイメージです。

預入資金／ （１）すべてニューマネーよる預け入れ。（２）当ＪＡの既存定期貯金へ上乗せしての預け替え。この場合、既存の定期
貯金1契約につき既存定期貯金契約額の５割以上をニューマネーで上乗せすることが必要です。　

詳しくは裏面をご覧ください

新規で
10万円～

右面
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商品について
商品名／ 「スーパー定期貯金」「スーパー定期貯金300」 期間／ 令和８年７月１日（水）～８月31日（月）

預入資金／

（１）すべてニューマネー※による預け入れ。
（２）�当ＪＡの既存定期貯金へ上乗せしての預け替え。この場合、既存の定期貯金1契約につき既存定期貯金

契約額の５割以上をニューマネー※で上乗せすることが必要です。
【例】�1契約100万円の既存定期貯金をお持ちの場合、ニューマネー50万円以上を上乗せした合計150万円以

上であれば預け替えが可能です。　

※ニューマネーとは
a.令和8年3月以降に他金融機関からの振込・現金により、当JAに新たに預け入れられた資金
b.「年金」…対象となる金額についてはお近くのJA窓口までお問い合わせください。
c.「給与」…対象となる金額についてはお近くのJA窓口までお問い合わせください。
d.令和7年9月以降に振込まれた農畜産物販売代金

ご利用いただける方／ 個人の方（県内在住の方に限ります。）

受付方法／ 窓口のみ（ＡＴＭ、個人ＪＡネットバンクでのお取扱いはできません。）

預入金額／ 10万円以上（預入上限なし）

預入期間／ 1年（単利型）、3年（複利型）、5年（複利型）いずれも自動継続扱いに限ります。

適用金利の
取扱い／

組合員および新規組合員加入の方 組合員以外の方

当JAで、以下A～Cの
いずれかのお取引がある方
A年金受取または年金受取予約
B給与振込（農畜産物販売代金含む）
C投資信託口座を保有

左記A～Cに該当しない方

預入期間１年 ／年0.90％
（税引後�年0.717％）
預入期間３年 ／年1.20％
（税引後�年0.956％）
預入期間５年 ／年1.35％
（税引後�年1.075％）

預入期間１年／年0.85％
（税引後�年0.677％）
預入期間３年／年1.15％
（税引後�年0.916％）
預入期間５年／年1.30％
（税引後�年1.035％）

預入期間１年 ／年0.80％
（税引後�年0.637％）
預入期間３年／年1.10％
（税引後�年0.876％）
預入期間５年／年1.25％
（税引後�年0.996％）

キャンペーン金利は預入日から初回満期日まで適用いたします。満期日以降は継続日当日の「スーパー定期
貯金」「スーパー定期貯金300」の店頭表示金利を適用いたします。

税金／ お受取利息には20.315％（国税15.315％、地方税5％）の税金がかかります。

中途解約時の取扱い／ 中途解約された場合は、当JA所定の中途解約利率を適用いたします。

抽選について

抽選対象者／

キャンペーン定期貯金を100万円以上ご契約いただいた方が抽選対象となります。
※１��キャンペーン定期貯金を複数ご契約いただいた場合、合算した契約金額が100万円以上であれば、抽選対象となり

ます。
※２��８月末までにキャンペーン定期貯金を中途解約された場合、抽選対象外となります。（複数ご契約いた

だいた方で、中途解約により合算した契約金額が100万円未満となった場合も抽選対象外となります。）　

懸賞内容／ 抽選で計100名様に「しまね和牛肉（10,000円相当）」をプレゼント！
抽選日／ キャンペーン終了後の９月上旬に抽選を行います。

当選発表／ ご当選された方に対し、９月中に当選通知をお送りいたします。賞品は随時発送させていただきます。

個人情報の取扱／ 取得したお客様の個人情報は賞品の抽選・発送のためにのみ使用します。

懸賞賞品の説明／ 「しまね和牛肉」（10,000円相当）焼肉用１パック+バラエティ切落し１パック

組合員になると
●出資配当を受ける資格があります。

出資金について
●新たに出資して組合員になる方法

※�1口1,000円以上の出資を払込みいただきます。

くわしくは、お近くのJA窓口までお問い合わせください。

定期貯金キャンペーンの
商品概要説明書はこちらから

▶

当JAへの組合員加入を検討の皆さまへ

©よりぞう
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• 中途解約された場合、解約日時点での普通貯金利率を適用し
ます。

くわしくはお近くの店舗窓口まで
お気軽にお問い合わせください。

ハッピー
ターン

JAしまね　年金予約定期貯金

●ご契約対象者
満55歳以上であり、年金受取を当JAで�
ご予約いただいた方。
●預入期間
定型方式/1年～5年
期日指定方式/1年～5年未満
※�65歳以上であり、当JAで年金をお受取
予定の方は１年に限ります。
※�定型方式の場合は預入時のお申し出により
自動継続（元金継続）の取扱いができます。

●預入金額　
1万円以上600万円以下
●預入限度額
お一人さま通算600万円以下

年0.15％
金利上乗せ

くわしくは店頭の商品概要説明書をご確認ください。

店頭表示
金利に

令和８年４月１日現在

©よりぞう

年金をお受取りになる前の方へ

スーパー定期貯金
【単利型・複利型】
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JAしまね　年金予約定期積金

安心も一緒に、
予約しておきますね。

●ご契約対象者：�満55歳以上であり、
　　　　　　　年金受取を当JAでご予約
　　　　　　　いただいた方。
●契 約 期 間：1年以上10年以下

※�65歳以上であり、当JAで年金
をお受取予定の方は１年に限り
ます。

●払 込 金 額：5,000円以上／回
●払 込 方 法：契約期間内で掛金を分割して
� 払込みいただきます。
●払 込 周 期：1か月

年0.15％
金利上乗せ

店頭表示
金利に

• 中途解約された場合は当JA所定の中途解約利率が適用
　されます。

定期積金【定額式】

■厚生年金の支給開始年齢 ■年金受給までの流れ（参考資料）

受給開始年齢の
誕生日の3か月前

受給開始年齢の
誕生日の前日

「年金請求書」
事前送付

年金受給権発生
年金請求手続き開始

「年金証書・ 年金
  決定通知書」送付

年金受給開始

1～2ヶ月後

1～2ヶ月後

男子 昭和32.4.2～昭和34.4.1生まれ

女子 昭和37.4.2～昭和39.4.1生まれ

報酬比例部分 老齢厚生年金
　　▲63歳 老齢基礎年金

　　    ▲65歳

男子 昭和36.4.2以降生まれ

女子 昭和41.4.2以降生まれ

老齢厚生年金

老齢基礎年金
　　    ▲65歳

男子 昭和34.4.2～昭和36.4.1生まれ

女子 昭和39.4.2～昭和41.4.1生まれ

老齢厚生年金
　　▲64歳 老齢基礎年金

　　    ▲65歳

報酬比例部分

※障害をお持ちの方・厚生年金の加入期間が44年（528月）以上の方は、支給開始年齢に特例があります。

日本年金機構HPより抜粋

©よりぞう

セカンド
ライフ

くわしくは店頭の商品概要説明書をご確認ください。

令和８年４月１日現在

くわしくはお近くの店舗窓口まで
お気軽にお問い合わせください。
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くわしくはお近くの店舗窓口まで
お気軽にお問い合わせください。

福
ふくじゅ

寿

JAしまね　年金受給者定期貯金

大
切
な
年
金
は
、
未
来
の
ゆ
と
り
の
為
に
。

●ご契約対象者
当JAに年金の受取口座を指定いただい
ている方

●預入期間
【単利型】1年　【複利型】3年
自動継続扱（元金継続）

●預入金額
1万円以上2,000万円以下

●預入限度額
お一人さま通算2,000万円以下

• 自動継続後は、各定期貯金の店頭表示金利が適用されます。
• 中途解約された場合は当JA所定の中途解約利率が適用され
ます。

くわしくは店頭の商品概要説明書をご確認ください。

スーパー定期貯金スーパー定期貯金
【単利型・複利型】【単利型・複利型】

令和８年４月１日現在

年0.15％
金利上乗せ

店頭表示
金利に

©よりぞう
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くわしくはお近くの店舗窓口まで
お気軽にお問い合わせください。

ねんりん

JAしまね　年金受給者定期積金

明
日
の
幸
せ
を
支
え
ま
す
。

●ご契約対象者
当JAに年金の受取口座を指定いただい
ている方
●契約期間
1年以上10年以下
●払込金額
5,000円以上／回
●払込方法
契約期間内で掛金を分割して払込みいた
だきます。
●払込周期
1か月または2か月

• 中途解約された場合は当JA所定の中途解約利率が適用され
ます。

くわしくは店頭の商品概要説明書を
ご確認ください。

定期積金
【定額式】

年0.15％
金利上乗せ

店頭表示
金利に

©よりぞう
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くわしくはお近くの店舗窓口まで
お気軽にお問い合わせください。

満開

JAしまね　退職金専用定期貯金

●ご契約対象者
退職金の受取日から１年以内にお預け入れ
いただける個人の方で、
下記のいずれかに該当する方。
（1）島根県内在住の方
（2）島根県内に勤務されている方
（3）島根県内に定住予定の方

●預入期間
【単利型】1年　【複利型】3年
【大　口】1年·3年
自動継続扱（元金継続または元利金継続）

●預入金額
【単利型・複利型】1万円以上
【大　　　　　口】1,000万円以上
（退職金と併せて、他金融機関からの
預け替え資金も対象とします。）

年金予約・受取ありの方

上記以外の方

• 自動継続後は各定期貯金の店頭表示金利が適用されます。
• 中途解約された場合は当JA所定の中途解約利率が適用されます。

スーパー定期貯金【単利型・複利型】／大口定期貯金

第二の人生も、ずっと笑顔で。

年0.50％
金利上乗せ

年0.30％
金利上乗せ

店頭表示
金利に

店頭表示
金利に

くわしくは店頭の商品概要説明書をご確認ください。

令和８年４月１日現在

©よりぞう
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まとまった一時金の保障（がん診断共済金・がん治療一時金 ）

生活費やウィッグの購入費用、妊孕性の温存療法の費用
など、がん治療に伴うさまざまな自己負担となる費用にご
活用いただけます。　
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各部からのお知らせ│出雲統括支店（金融・共済）

（1951年～2023年）
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各部からのお知らせ│出雲統括支店（金融・共済）

※１ JA共済連島根調べ　※２ JA共済連島根調べ（令和７年３月末時点）　※３ 令和７年１２月１日時点　※４ JA共済満足度調査より一部抜粋

【25329990106】

　　 　

建物更生共済の建物更生共済の　　　　　　　　　　ところ！ところ！
選んで安心、ＪＡの建物更生共済選んで安心、ＪＡの建物更生共済

有事の際にも生活有事の際にも生活
再建へのお役立ち再建へのお役立ち

お問い合わせ先

火災や自然災害に罹災されても建物更生共済があれば安心です。

ＪＡ共済の建物更生共済では火事だけでなく自然災害や地震
も保障対象となります。被害があった際には共済金を受け取っ
ていただくことで生活再建にお役立ちできます。

1 2

�災害時に直ぐにお

宅は大丈夫ですか

と電話があった。

�台風による大雨が発生した際、

建物共済の適用可否を相談した

ところ、親切な説明から現場立合

いを早期に実施してもらい共済利

用申請がスムーズにできた。

暑い中何度も来ていただき、親切にいろいろ

教えていただいています。大雨や強風のあと

は必ず被害はないかと尋ねてくださり大変心

強く感じます。できるだけわたしたちの力に

なろうとの至誠が見て取れます。地元に密着

したサービスをありがたく感じております。

今後ともよろしくお願いします。※４

安心の安心の
調査・査定体制！調査・査定体制！

JAは迅速な調査・査定ができる体制となっている
ので安心です。
万一、台風で被害があった際など「どうしよう」と不安に
なります。そんな時でも島根県では万全の調査員体制を整
えていますので、事故連絡をいただければ迅速に調査・査
定の手続きを進めることができて安心です。

３

調査員の人数382人

JA共済アプリでJA共済アプリで
24時間受付24時間受付
できます。できます。

万一の際にいつでも連絡・手続きが出来るので安心です。

4

スゴイスゴイ

住宅・家財等に事故（災害）が発生した際には、
ＪＡ共済アプリで夜間・休日を問わずに事故報告
することが可能です。
※アプリご利用時の通信量はご利用者さまのご負担となります。
※�本アプリはスマートフォン向けアプリのため、フィーチャー
フォンの場合はご利用いただけません。

島根県で令和6年度に受け取っていただいた建物更生共済

支払件数 2,689件
支払金額 約16億5千万円※2

※3

契
約
者
の
声

島根県では島根県では
約3軒に1軒約3軒に1軒
が加入！が加入！

多くの皆様にJA共済を
選んでいただいています。
火災保険・地震保険は多くの保険会社で
取り扱っていますが、島根県では組合員・
利用者の皆様にＪＡ共済の建物更生共済
を選んでいただいています。（加入シェア
約3２％・約3軒に1軒ご加入※１）

●この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては
「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。また、
ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご
契約のしおり ･ 約款」を必ずご覧ください。
また、転換契約の際は、「保障見直し設計書」も必ずご覧く
ださい。

【26329990026】
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【25329990009】26329990006

各部からのお知らせ│出雲統括支店（金融・共済）
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JA自動車共済の
レッカー・ロードサービスが新しくなりました

１回の事故についてレッカー費用・ロード費用合計で１回の事故についてレッカー費用・ロード費用合計で15万円15万円までを保障します。までを保障します。

事前に、ＪＡまたはＪＡ共済サポートセンターに
要請された場合のみ本サービスの対象となりますので

ご自身で手配された場合は本サービスの対象外となります！

ＪＡ共済サポートセンター 0120-0
レッカー

6
ロードサービスは

3-9
ク

3
ミ

1
ア イ

事故または故障により自力走行不能となった場合（※）に
レッカー業者が現場に急行し、最寄りの修理工場等まで
お車をけん引いたします。

故障・トラブルにより自力走行不能となった場合（※）に 
対応業者が現場に急行し、お車の応急対応を行います。

□バッテリーの点検　□ジャンピング　□スペアタイヤの交換、タイヤ周りの点検
□�スタック（凍結やぬかるみなどでスリップした状態）からの引上作業

レッカーサービス

ロードサービス

ＪＡ共済サポート
センターへの事前連絡で

さらに安心！

帰宅・宿泊・陸送に
かかる費用もカバー

※本サービスはレッカー・ロード費用保障条項が締結されている場合にご利用が可能です。※サービスのご利用にあたっては一定の条件があります。
※各種サービスについて、交通事情・気象状況等により対応業者の到着に時間がかかる場合またはサービスのご提供ができない場合があります。
※�本資料は各種サービスに関するすべての内容を記載しているものではありません。サービスのご利用条件・提供範囲など、詳細につきましては「重要事項説明
書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」をご参照ください。

※�ご利用者が指定する修理工場等まで運搬することが合理的であるとJA共済サポートセンターが判断し、あらかじめ承認したときは、15�万円の限度額を適用
しません。

宿泊サポート
走行不能となり緊急に宿泊した
場合の宿泊費用
１回の事故について１名につき

１万円まで保障

帰宅等サポート
走行不能となり公共の交通手段
で帰宅した場合の費用
１回の事故について１名につき

１万円まで保障

陸送等サポート
修理後、車の引き取りにかかっ
た陸送費または交通費
１回の事故について１名につき

15万円まで保障
※交通費は往路１名分を保障

※�「自力走行不能となった場合」とは、被共済自動車が事故または故障等により、自力で移動することができない状態または法令により走行してはいけない状態
をいいます。

レッカーサービス
限度額15万円を超えて運搬距離が無制限に※

燃料給油サービス
ガソリン等を最大10ℓまで
お届け（１年に１回）

全車種全車種を保障NEW

契約始期日が

令和６年６月１日

以降の皆様へ

各部からのお知らせ│出雲統括支店（金融・共済）
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各部からのお知らせ│企画総務部

購読のお申込・お問い合わせ先

JAしまね出雲地区本部　各支店
又は

ふれあい福祉課　TEL 0853-21-6013
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各部からのお知らせ│企画総務部

JAしまね出雲地区本部　各支店
又は

ふれあい福祉課　TEL 0853-21-6013

お 問 い 合 わ せ 先

ＪＡしまね出雲女性部って？？

こんなメリットが！？

部員数：３，１５２名
　　 ※R８.４.１時点

支　部：２７支部

✿女性部まつりなど楽しいイベントがもりだくさん♪
✿料理・手芸・環境保全活動など、
　　　毎月催しものをご案内します♪　
✿毎週木曜日はラピタ女性部デー♪
✿給油所で使える値引券プレゼント♪

加入するには？？
お住まいの地域のＪＡ各支店
にてお手続きください。
お待ちしています♪

（1,000円程度の年会費が必要に
なります。詳しくは各支店に
お問い合わせください）

フレッシュミズ出雲

次世代を担う、概ね５０歳までの方を
対象に、食と農、子育てといった
キーワードを軸に、自分たちの
“やりたい”“楽しい”を
活動として実施して

います♪

※５０歳以下の方はぜひ♪

仲間作り・食農教育や地産地消をすすめる活動・環境保全
活動などを行っています！
女性部の活動は、　　ＳＤＧｓにつながっています♪
そして、自分たちの思いをかたちにできるのが女性部です♪ 

ＪＡ女性部に入りませんか？？
ＪＡしまね出雲女性部
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各部からのお知らせ│企画総務部

支店統廃合のお知らせ
　平素は、ＪＡしまね各事業につきまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当地区本部では下記のとおり支店統廃合を実施することとなりました。大変ご
不便をお掛けすることと存じますが、これまで以上に組合員・利用者の皆様の信頼にお
応えし、より一層のサービス向上に努めてまいりますので、何卒ご理解を賜りますよう
お願い申し上げます。
　なお、ご不明な点等がございましたら、お取り引き店舗へお問い合わせくださいます
よう重ねてお願い申し上げます。

店舗所在地：出雲市大社町北荒木1174-1（現荒木支店）
電話番号：0853-53-5555（現大社支店の電話番号）

支店名は大社支店として、所在地は現荒木支店の住所へ変更いたします。

その他：現荒木支店の改修工事を実施予定です(６～７月ごろ)
　　　　※改修工事期間中も荒木支店は営業を行います。

店舗統廃合により、荒木支店（店番：082）・遙堪支店（店番：083）の口座はすべて
大社支店（店番：080）に移管いたします。
また、一部の口座は口座番号が変更になります。 該当される方には、口座番号が確
定次第、別途ご案内させていただきます。

支店統廃合に伴うQ&A

1.口座番号について

※貯金通帳は、統合日以前に変更手続きができませんのでご注意ください。
（１）貯金通帳は統合日以降、ＪＡしまね出雲地区本部各支店で新通帳に切替えい
　　たします。
（２）ＡＴＭでは、現在の貯金通帳で引き続きご利用いただけます。また、ＡＴＭで通
　　帳繰越した際には、変更後の店舗名・店舗番号に自動的に切り替わりますの
　　で、窓口での手続きは不要です。

2.貯金通帳の取り扱いについて

統　合　日 統合前
店舗名
大社支店
荒木支店
遙堪支店

080
082 080大社支店

（ﾀｲｼｬ）
083

店舗番号 店舗名 店舗番号
統合後

令和8年8月22日（土）
【営業開始日】

令和8年8月24日（月）
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証書（定期貯金・定期積金）は、引き続きご利用いただけますので変更手続きは不要
です。

3.証書の取り扱いについて

廃止店舗の契約は、継承店舗に引継がれるため手続きは不要です。
　　※依頼人・受取人の店舗名や口座番号等が変更となった場合でも手続きは不
　　　要です。

7.定時自動送金はどうなるのか。

ご加入いただいているＪＡ共済のお取引店舗名は変更になりますが、契約内容が変
更になることはありません。

8.現在加入中のＪＡ共済はどうなるのか。

統合日以前から当ＪＡの口座をご指定されている場合、口座の変更手続きはＪＡで
行います。なお、統合日以降に新たに引落手続きや共済金受取手続きをされる際
は、新店舗名および新口座番号での手続きをお願いいたします。

9.ＪＡ共済の引落口座や共済金受取口座の店舗名や口座番号が変更になったらどうす
　ればいいのか。

年金受取や給与振込、公共料金等の自動支払が当ＪＡの口座をご指定されている場
合、口座の変更手続きはＪＡで行います。ただし、一部の取引についてはＪＡでの代
行手続きができないものがありますので、その際は当ＪＡより個別に手続きのお願
いをさせていただきます。
　＜ＪＡが代行で手続きができないものの一例＞
　　・振込間隔が数か月に一度のもの　　・金融機関窓口からの振込
　　・他行等からの給与振込　　など

5.年金受取や給与振込はどうなるのか。また、公共料金等の自動支払はどうなるのか。

統合日以降、廃止された店舗への振替および振込ができなくなります。
そのため、前もって受取人に変更後の口座内容等を確認いただき、新しい店舗名・
口座番号で振替または振込を行うとともに振込先登録も行ってください。
振込先登録後、旧口座への振込先登録を削除してください。

6.ネットバンクやキャッシュカードに振込先登録をしているが、受取人口座の店舗名や
　口座番号が変更になったらどうすればいいのか。

現行キャッシュカードで引き続きご利用いただけます。
4.キャッシュカードの取り扱いについて

出資金のお取引店舗は変更となりますが、出資金自体の変更はありません。
10.出資金はどうなるのか
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〒693-8585 島根県出雲市今市町106番地1
TEL（0853）23-3311（代） https://ja-shimane.jp/izumo/

しまね
出雲地区本部
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